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はじめに 
 
尚絅学の目的 
	 尚絅学院大学で「尚絅学」という授業が始まったのは 2011 
(H23)年からである。尚絅のキリスト教学校としての長い歴史
と伝統を学生たちが学び、母校に対する愛着と誇りをもって卒
業し、人生を歩んでいってほしいという願いから始まった。 
 自分の大学について学ぶことを、正規の科目として設置して
いる大学は、他にあまり例がない。尚絅の学生に限らず教職員
にとっても、この「尚絅学」という科目の性質を理解して学び、
尚絅への親しみをもっていただければと思う。 
 さて、「尚絅学」の目的は以下のとおりである。 
１）日本近代史を舞台に「尚綗女学会」から「尚絅学院」に連
なる先人たちの足跡を辿り、建学の精神がどのように受け
継がれてきたかについて学ぶ。 

２）本学の歴史を学ぶ過程で、同時代の社会、政治、文化等に
関する知識を改めて獲得する。 

３）総合人間科学部が目指す「人間の総合理解」に向け、様々
な学問的観点から「人間」に対するアプローチを試みる。 

４）これらの学習を通して、尚絅学院大学についての理解を深
め、愛着を抱き、本学学生であることに誇りを持つこと、
そして「自己を深め、他者と共に生きる人間を育てる」と
いう建学の精神の実現に踏み出す第一歩を切る。 

 
 

「尚綗」から「尚絅」へ 
「尚綗女学会」開校以来、1943(S18)年に「仙台尚綗女学校」
が「仙台尚絅高等女学校」に改められるまで、正式校名表記に
は「尚綗」が用いられていた。 
 

 
本資料では、これ以降、
便宜上統一して、登場
する校名は「尚絅」と
表記する。 

 
尚絅学の概要 
 尚絅学の概要については以下のとおりである。 
 前半は、1892(M25)年の尚絅女学会の創立時の背景、創立者
の意図、校名の由来、特に初代校長アニー S. ブゼルの理念と
生き方、そして大正・昭和を経て現在に至るまでの尚絅学院の
歴史と今についての講義が中心である。また、学院の象徴であ
るエラ・オー・パトリック・ホームの見学や、同窓生など特別
講師を迎えての講義も行われる。 
 後半では「人間とはどのような存在か」、そして「人間とい
う存在を探る科学的視点にはどのようなものがあるか」につい
て、各学科から教員が一人ずつ出て、オムニバス形式での講義
となる。総合人間科学部に属する他学科の学問分野や研究方法
について学ぶことを通して、自分の所属学科とその専門分野に
ついての全体的理解を促したい。 
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1. 尚絅学院について 
 
1.1 建学の精神と校名および校章について 
 尚絅学院は、1892(M25)年、米国の外国伝道協会 WBFM-
SW からキリスト教教育のために派遣された女性宣教師たちに
より、「尚絅女学会」として創設された。後継者たちは、創設
した宣教師たちの「キリスト教精神に基づく教育によって、自
己を深め、他者と共に生きる人間を育てる」という思いを尚絅
学院の建学の精神として、これまで守り継承して来た。 
 「尚絅」の校名は、中国の古典『中庸』の一節である「衣錦
尚絅」(錦を衣て絅を尚う)から採られた。それは金や銀、色鮮
やかな糸で織られた美しい着物を着ていたとしても、それを見
せて驕るのではなく、尚(くわ)えて質素な打掛(絅)をまとい、錦
のきらびやかさを慎ましく被う、という君子の道を説いた言葉
である。 
 1892年 11月に着任した女性宣教師 A.S.ブゼルは、この校名
の由来を聞き、その謙虚な精神はキリスト教においても重要な
精神の一つであるとし、新約聖書ペトロの手紙 I ３:３～４を示
して「この意味を以て学校の精神とすべきである」と主張した。 
 

w—n e¶stw oujc oJ e¶xwqen ėmplokhvß 
tricw ◊n kai« periqe÷sewß crusi÷wn 
h£ ėndu/sewß i˚mati÷wn ko/smoß, aÓll∆ oJ 
krupto\ß thvß kardi÷aß a‡nqrwpoß ėn 
twˆ◊ aÓfqa¿rtwˆ touv prae÷wß kai« 
hJsuci÷ou pneu/matoß o¢ ėstin 
ėnw¿pion touv qeouv polutele÷ß. 

  (UBS Greek New Testament 5th) 
 

ぞゆほとほり造だる＼保ケぼ隼ア空り侵エ＼

ぞォだる敗綬ゆ員仏やだみほ嚇猛填ゆ�りゃ

ぞみもるゆエ�ぷケ〜�びカべオる＼出鷲ゃ

びやアでゆ妓琉もやだぢ挙ぽゆだ�りゃ侵ェ

オほ＼畷猛填ゆ須癖ゃぞォ�どゃふ〜はりウ

ぢゆ造だはべ＼刃り公曽ゃ�はやょ花馳とぞ

ォりゃふ〜           (親狭銅油) 

 

 したがって、建学以来ブゼルの示したこの聖句を根拠として、
「尚絅」という校名が意味する「外面ではなく内面を豊かにす
る」人間を目指すことを、尚絅学院はこれまでスクールモット
ーとして大切にしてきた。 
 校章は創立十周年にあたる 1902(M35)年に制定された。モチ
ーフになったのは梅の花である。厳しい寒さを凌いで開花し、
やがて芳しい香りを放つ梅の花は、女性の美徳の象徴であると
ともに、中国の故事にも記されているように勉学の精神の象徴
ともされていた。 
 この梅の花に建学の精神との共通性を見出し、梅の花の形に
も似た「尚」の字の中に「絅」の字をあしらってデザインした
ものが、現在まで受け継がれている校章である。 
 第二次世界大戦後、短期大学の設置と同時に、左肩に「大学」
の字を配した校章が加わり、現在に至っている。 

 

好文木 
 

 梅はまたの名を「好文木」という。中国の『東見記』には「梅云好
文木、故事在晉起居注：晉武好文則梅開、廃學則梅不開」とある。武
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帝にまつわる故事からそう云われている。「文を好めば、則ち梅開
く」とは、学問に親しめば梅の花が開くという意味である。いつも梅
の花が咲き誇る、そんな場所でありたいという願いがこの校章に込め
られている。 
 
 

 
 

もう一つのエピソード・校名について 
 

 尚絅の設立時には、日本人の協力者が数名いた。そのうちの一人久
保寺豊大郎は、和漢数の教授を受け持ちながら校務にも従事してい
た。校名を決める時、彼は『論語』にある「克己復禮」を提案した。
しかし、ミードは自分が肥満であったので「復禮（フクレ）」は語呂
が面白くないというので却下した。再考の結果、『中庸』から「衣錦
尚絅」の尚絅が提案され決定したようである。 
 当時、キリスト教教育を行なうことは許されていたが、校名にキリ
スト教関係の名前を付けることは許されていなかった。したがって、
地名や建学の精神・思想を表す漢文等から選ぶ他なかったのである。 
 

熊本市にある尚絅大学
（学校法人尚絅学園）
は 1888(M21)年「濟々
黌附属女学校」として
開校。1891(M24)年 10
月「尚絅女学校」と改
称されたが、両者間に
特別の関係はない。 

 
1.2 新しいスローガンとシンボルマーク 
 戦後の 1948(S23)年に法人名を「尚絅女学院」に改称した尚
絅であったが、その後、五十五年間慣れ親しんできたその名称
も、2003(H15)年に共学の四年制大学開学を期に、「尚絅学院」
と改称された。 
 そして、2007(H19)年、尚絅学院は「育む、羽ばたく、知と
心」というフレーズを学院の新しいスローガンとして掲げ、シ
ンボルマークと各校のロゴタイプをすべて一新した。 
 新しいシンボルマークは、未来へ羽ばたく SHOKEI を表現し
ている。 
 シンボルマークのモチーフは、SHOKEI の“S”である。翼を
イメージした、しなやかさと力強さとをあわせ持つそのアウト
ラインは、進化し続ける SHOKEI の伸びやかな「羽ばたき」を
優美に表現している。また、同時に羽ばたきが象徴するのは、
学校法人尚絅学院の発展であり、総合学院の推進力。そして学
生・子どもたち一人ひとりの成長、飛躍、未来への「希望」で
ある。 
 

 

新しいスローガンに込められた意味 
 

育む キリスト教を土台とした心の教育による人間形成。他者との共
生の在り方を探る。 
羽ばたく 個々に養った知識や技術を自信に、次なる夢や社会・世界
へ飛躍するための力を養成する。 

知と心 学びと人間性、双方をバランス良く培う教育環境の更なる充
実。知力理性のマインド、精神・真意のスピリット、愛情・感情・興
味・気持ちのハートを集約したキーフレーズでもある。 
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2. 明治期の日本におけるプロテスタント・キリスト教宣教
2.1 キリスト教についての基礎知識 
 はじめに、キリスト教が生まれる母胎となったのはユダヤ教
であるということを知らなければならない。ナザレの村の大工
の息子イエスはユダヤ教徒であり、ユダヤ教の教師であった。
このイエスこそが待ち望んでいたメシア(救い主)であると信じ
て「イエスこそ、キリストである」と告白した者たちがキリス
ト者と呼ばれるようになった。 

 
 

「キリスト」という呼称 
 

 「キリスト」とは、救い主を意味する「油注がれた者」というヘブ
ライ語の「メシア(マシアッハ)」のギリシャ語訳である。イエス＝キ
リスト、キリスト＝イエスは、名前ではなく、「イエスがキリストで
ある」「キリストであるイエス」という信仰告白定型文である。 
 

 
 
∆Ihsouvß Cristo/ß 

 キリスト教は、ローマ帝国によるエルサレム神殿攻略の後、
ユダヤ教から生み出され、パレスチナから地中海世界に広がっ
て行き、それぞれの歴史的・地理的背景の違いから、西方教会
(ローマ・カトリック教会)と東方教会(ギリシャ正教会＝ハリス
トス教会)に、更にローマ・カトリック教会から英国国教会(聖
公会)やプロテスタント諸教会が分かれて生み出された。 
 プロテスタントにはそれぞれ歴史的・政治的・地理的背景の
違いから特徴を持った多くの教派があるが、いずれも十六世紀
の宗教改革に源流を発している。 
 尚絅女学会は、プロテスタントの一教派、米国北部バプテス
ト教会(アメリカン・バプテスト)から派遣された独身の女性宣
教師たちによって創設された。 

 
ギリシャ正教会 
ローマ・カトリック 
プロテスタント 
 

 
 

アメリカのバプテスト教会 
 

 バプテストはバプテスマ（浸礼）を授ける者の意味。バプテスマは
ギリシャ語の bapti/zw (=baptize 水に浸ける)に由来する。 
 米国バプテスト教会は、南北戦争(1861-65)をきっかけに、米国北
部バプテスト教会(アメリカン・バプテスト)と、米国南部バプテスト
教会(サザン・バプテスト)に分かれた。クリントン大統領やカーター
大統領はサザン・バプテスト教会の信徒、公民権運動で有名なマルテ
ィン・ルーサー・キング・ジュニアは、アメリカン・バプテスト教会
の牧師である。 
 

 
 
 
King, Martin Luther 
Jr. (1929‒68)

 

2.2 明治期日本におけるキリスト教宣教について 
(1)禁令高札撤去と三つのバンド 
 1873(M6)年に「吉利支丹及び邪宗門の禁令」の高札が撤去
され、日本各地でキリスト教伝道運動が開始された。なかでも
「熊本バンド」や「横浜バンド」、「札幌バンド」と呼ばれるグ
ループは日本プロテスタント史の源流であると言われている。 

バンド(band)は集団、
一団などの意味。 
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五榜の掲示(第三札)：吉利支丹及び邪宗門の禁令 
 
1868年4月7日(慶応4年3月15日)に太政官が立てた五つの高札のうち
の一つ。  
 

 
 

定 
 

一 切支丹邪宗門ノ儀ハ堅ク御制禁タリ若不審ナ

ル者有之ハ其筋之役所ヘ可申出御褒美可被下事  

            慶應四年三月 太政官 
  

 

「熊本バンド」  
 日本組合基督教会の支柱とも言うべき集団。熊本洋学校の教
師ジェーンズの感化を受けた学生たちが 1876(M9)年、「奉教趣
意書」に署名したことに始まる。 

 
Janes, Leroy Lansing 
(1838-1909) 

 京都の同志社英学校を 1879(M12)年に卒業した小崎弘道、宮
川経輝、海老名弾正、横井時雄、金森通倫、山崎為徳、浮田和
民、不破唯次郎などの第一期生十五名は、全員が熊本洋学校の
卒業生だった。 
 彼らは新島襄による同志社英学校創立、1886(M19)年の日本
組合基督教会の成立、私立学校設立活動等、近代日本の歴史を
展開させる起爆剤となった。中には、海外の宣教団体からの経
済的独立を強く主張する者も少なくなかった。『六合雑誌』『新
人』『基督教新聞』等のキリスト教系メディアで活躍する人材
を輩出した。 
 

「横浜バンド」 
 1872(M5)年、バラの指導の下「バラ塾」で学ぶ学生を中心
にして居留地に設けたプロテスタントの集団。横浜は西洋文明
の中心地で宣教師について英語を学ぶものが多かった。 

 
Ballagh, James 
Hamilton (1832-1920) 

  1872(M5)年 1 月、バラ塾の学生たちは、新年初週祈祷会に
参加し、バラの熱心な説教に応答して、洗礼を受ける決意を固
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めた。3 月 10 日に洗礼を受け、キリスト教信者になった十一
名で日本基督公会を設立。この公会は外国のどの教派にも所属
しない無教派の福音主義信仰に立っていた。 
 このメンバーの多くは、やがて S.R.ブラウンの「ブラウン塾」
に入塾して、英学や神学を学び、日本のキリスト教会の指導者
となり、教育界、政治の分野などで活躍した。押川方義、本多
庸一、井深梶之助、植村正久等は代表的人物である。 

Brown, Samuel 
Robbins (1810‒80) 

 横浜バンドは、宣教師の指導を受け、最初から本格的な教会
設立に結集した点が特徴であり、熊本バンド・札幌バンドと大
きく特徴を異にするところである。 
 

「札幌バンド」  
 アメリカ人教育者 W.S.クラークらの感化を受けて、1877 
(M10)年、「イエスを信ずるものの契約」に署名し入信して教会
を形成した札幌農学校学生たち十五名(翌年更に十八名が署名)
の集団。中心となったのは大島正健、伊藤一隆、内村鑑三らで
1881(M14)年、札幌独立教会を設立した。このうち内村鑑三、
新渡戸稲造、宮部金吾らはメソジスト監督教会の宣教師ハリス
より洗礼を受けた。 

Clark, William Smith 
(1826‒86) 
 
Harris, Merriman 
Colbert (1846‒1921) 

 札幌バンドの評価は、北海道地方への影響以上に、内村鑑三
から発する「無教会主義」、および内村や新渡戸のもつ幅広い
影響に負うところが多い。札幌バンドは、先の契約を核とし、
同じ農学校学生であるという結束の契機をもち、クラークの自
発的な伝道を受け継ぎ盛んな信徒伝道を行った。札幌唯一のプ
ロテスタント教会を形成したが、無教派主義を選択した。 
 

(2)バプテスト派による東北伝道 
 東京大学予備門の前身、東京英語学校の英語教師トーマス P.
ポートが 1879(M12)年 7 月、宣教師に転身し、1880(M13)年
１月、盛岡で伝道を開始した。盛岡が東北におけるバプテスト
発祥の地である。同年 1 月 25 日、盛岡第一浸礼教会が設立さ
れ、10 月 10 日、仙台第一浸礼教会(現在の仙台ホサナ教会)が
設立された。 

 
Poate, Thomas Pratt 
(1848‒1924) 
 

 1884(M17)年、E.H.ジョンズが仙台に定住する最初の宣教師
として来仙し、1890(M23)年、現在の尚絅学院中高校舎がある
八幡の土地を購入し、立派な宣教師館を建築し、活動の拠点と
した。 
 1886(M19)年から仙台での宣教活動のために、アメリカン・
バプテストの西部女性外国伝道協会(WBFMSW)の独身女性宣
教師たちが、次々と送られてくるようになった。最初の女性宣
教師は H.M.ブラウンだった。彼女は最初ジョンズ宅に住み込
んで活動していた。1887(M20)年、N.E.ファイフが加わり、新
伝馬町・東三番丁の教育会館「五城館」の隣家に一緒に住んで
活動した。1889(M22)年 9 月、ブラウンが離仙し、1890(M23)
年 2 月、L.A. フィリップスが来仙、9 月には L. ミードが来仙
して活動に加わった。 
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3. 家塾から尚絅女学会、尚絅女学校へ 
3.1 家塾の開始とバイブル・ウーマン 
	 尚絅学院の創立は 1892(M25)年である。しかし、その誕生
前の産みの苦しみの時代のあったことを忘れてはならない。 
1890(M23)年 9 月、米国北部バプテスト教会の西部女性外国

伝道協会(WBFMSW)から派遣され、仙台を拠点に活動してい
た女性宣教師ファイフ、フィリップス、ミードの三人は、五城
館の隣家に住んでいた。五城館というのは、教育会館として建
てられた洋風の建物で、現在の青葉区新伝馬町・東三番丁にあ
った。 
女性宣教師たちは、その隣家を活動拠点にして少女たちを同

居させ、共同生活をしながら女子教育を行なった。そして、自
分たちの宣教活動を補助する日本人の女性伝道師、いわゆるバ
イブル・ウーマン(Bible Woman)と呼ばれる女性たちの養成に
取り組んだのである。これが後に「尚絅女学会」に発展する家
塾(Christian Girls’ School Home)の始まりである。 
 

 

バイブル・ウーマン 
 

 バイブル・ウーマンとは、女性宣教師の助手として伝道活動に協力
する日本人女性のことである。女性宣教師が訪問伝道をする際にバイ
ブル・ウーマンを伴うことは、まだ流暢とは言えない宣教師の日本語
力を補うという点においても、土地勘のない『外国の町』を歩く宣教
師のナビゲーターの役目を果たすという点においても、そして外国人
の戸別訪問を突然受ける日本人に、安心感を与えるという点でも、大
変有効であった。特に婦人や子どもたちへの伝道においては、バイブ
ル・ウーマンを活用することは有益であり、成果を上げることができ
たようである。    

 
 
小林孝男 
『主のみ旨のみが実現
する』尚絅総研出版会
2015 年 

 

翌 1891(M23)年 2 月、この小さな家塾の拡充のために、彼
女たちは五城館のあった場所から新坂通・北二番丁突き当りの
旧山田邸（現宮城県知事公館敷地内）を借り受けて、新しい広
い住居に移り住んだ。 
 しかし、バイブル・ウーマン養成が軌道に乗りつつあったに
もかかわらず 1889(M22)年にブラウン、1891(M24)年４月に
フィリップスが、9 月にはファイフも仙台を離れ、残されたの
はミードだけだった。誕生し、軌道に乗りかけた家塾は今や風
前の灯となった。残されたミードはどんな思いで先輩宣教師た
ちを見送ったことだろう。 
 
3.2 尚絅女学会の創設 
	 一人で家塾の管理と運営にあたらなければならなくなったミ
ードは、他の学校を歴訪し調査し、教師陣を集めて翌年再起に
出た。久保寺豊太郎、下甲子郎という日本人の協力者を得たこ
とも幸いしただろう。今や消えそうになった家塾を寄宿学校の
形式に整え、私塾として復活させたのである。1892(M25)年 8
月「尚絅女学会」の誕生である。 
 

 
Mead, Lavinia, 
(1860–1941) 
 
「尚絅女学会」 
  1892 年創立 
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 産声をあげた尚絅女学会に設置されたのは、キリスト教の信
仰と女性の教養を授ける普通科(Academy Course)と、バイブ
ル・ウーマン養成のための聖書科(Bible Training Course)の二
科であった。最初の生徒は五人から十人だったようである。 
 その後も苦労は絶えなかったようであるが、何がミードをそ
こまで突き動かしたのであろうか。それは遠いアメリカの地か
ら船でやってきて、言葉も文化も全く違う異国日本の東北の地
で、自由とか平等とか権利といったことを全くと言っていいほ
ど知らない幼く若い女子たちに対する、キリストの愛の実践で
あったといってよいだろう。 
 この創立したばかりの尚絅女学会の運営のために、同年 11
月に来日した A.S.ブゼルが加わった。ミードとブゼルの二人三
脚による活躍がここから始まった。尚絅学院はこの 1892(M25)
年を創立年としている。 
 翌 1893(M26)年９月、尚絅女学会は中島丁に移転した。旧山
田邸では手狭になるくらい女学会が発展してきたからであろう。
この移った場所が、広瀬町で現在の尚絅学院中学・高校の体育
館とグランドのあるところである。 

 
ミード(左)とブゼル(右) 

 

 
3.3 エラ・オー・パトリック(Ella O. Patrick) 

	 中島丁に移転したとはいえ、そこは宣教師の住宅の一部を借
りて、一階を教室兼寄宿舎、二階を女性宣教師の居室として使
用したいわば仮の校舎であった。増築もしたようであるが、そ
れでも十分な広さではなかった。 
 以前から、ミードとブゼルは母国の教会や信者たちに手紙を
送り、尚絅女学会の独自の施設建設のための支援（献金）を求
め続けていた。そして、その願いが現実のものになったのが、
1896(M29)年に竣工したエラ・オー・パトリック・ホームであ
る。尚絅独自の最初の新築の校舎がこれである。この建物につ
いては、後述されるのでそこに任せたい。ここでは、建物の名
前の由来となったエラ自身について記しておこう。 
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 エラは、1846 年 2 月 28 日にアメリカ合衆国はニューヨー
ク州の裕福な家庭に生まれた。父親は厳格で信仰深く、母親は
慈愛に満ちた人であった。このような両親に愛され育てられた
エラは、キリスト教の信仰によって神を愛し人を愛する人間に
成長していった。しかし、彼女の一生は「痛みと共に生きる生
涯」であった。 

Patrick, Ella O. 
(1846.2.28‒
1892.11.12) 
 

 2 歳の時、エラは重い熱病に罹り、腹部に腫瘍ができた。そ
れは脊髄の近くにも生じ、しばしば激痛を発した。歩行も困難
となり、一生治らなかった。しかし、自分の病のために介護を
してくれる母親の苦労を少しでも軽くしたいと心がけ、また、
自分の苦しみを他の人に感じさせないように、できるだけ快活
に振るまい、喜んで社会人としての義務を果たし、病床にある
時も人を喜ばせることを忘れなかったようである。学校には通
えなかったが、両親に支えられながら独学で勉学に努め、優秀
な成績を修めた。 
 21 歳の時にイリノイ州に移住し、生涯をそこで暮らすので
あるが、エラは教会の働きだけでなく、社会福祉活動にも取り
組んだ。さらに、世界伝道事業に対しても多大な関心を抱き、
そのために出来る努力を惜しまなかった。シカゴにある
WBFMSW の書記になったときは、日本の女子教育に深い同情
を抱いていたに違いない。もし健康に恵まれていたなら、おそ
らく海外伝道に身を投じ、宣教師として日本にやってきていた
ことだろう。 
 エラは 46 歳で生涯を閉じるが、最後の二年間は耐え難い苦
痛の連続だった。しかし、それに耐え続けた。医者は麻酔剤の
服用を勧めたが、エラは受け入れなかった。朦朧とした意識の
中で天に召されるのではなく、はっきりした意識を持ちながら、
召される日を迎えることを望んだからであった。 
 しかし、医者がいよいよ臨終の近いことを宣告した時、友人
たちは少しでも痛みを和らげるために麻酔剤の服用を彼女に懇
願した。エラはこれを受け入れた。しかし、その前に親しい人
たちを枕元に集め、楽しい会話のひと時を過ごし、讃美歌を数
曲共に歌った。そして、青年と教会のため、伝道協会のために
祈り、世界に神の正義が実現することを祈り、友人のために祈
り、最後に自らを神に委ねる祈りをささげたあと、皆と挨拶を
かわしてから麻酔剤を服用したという。1892(M25)年 11 月 12
日、エラは苦しみから解放されて天に召された。 
 ちょうど、この二日後の 11 月 14 日、WBFMSWから派遣さ
れた宣教師ブゼルが日本の横浜港に上陸した。海外伝道に対す
る強い思いと志を持っていたエラの身代わりにブゼルがなった
のだという人もいた。 
 その後、エラの父親は若くして死した愛娘の遺志を継いで、
尚絅の新校舎建築のために多額の金額を寄付された。それを建
設資金の貴重な一部として建てられたのが、尚絅の最初の校舎
である。そして、この校舎は「エラ・オー・パトリック・ホー
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ム」と呼ばれた。献堂式以降「尚絅女学会」のことを英語で
“Ella. O. Patrick Home”と表すようにもなった。 
 現在、ゆりが丘キャンパスに移設復元されたこの建物を見上
げ、中に身を置く時、尚絅に連なる私たちは、エラの信仰と情
熱を思い起こしたい。 
 

3.4 尚絅女学校の設立と国家主義的教育との対立 
 1899(M32)年、私塾であった尚絅女学会は尚絅女学校の設立
認可願を提出し、11 月 24 日、宮城県知事より私立学校令に基
づく設立認可を受けた。学校創設者としてミードとブゼルの両
名が署名し、初代校長にはブゼルが就任した。以来、尚絅学院
は 11 月 24 日を創立記念日としている。 

尚絅女学校 
1899(M32)年 
11 月 24 日設立認可 

 ところで、「私立尚絅女学校」が認可されるときに、尚絅は
厳しい選択を迫られた。 
 明治初期には国の欧化主義を反映してキリスト教については
寛容であったが、天皇制の下での教育勅語に基づく国家主義的
教育とキリスト教教育の対立が次第に顕在化してきたのである。
そのために国は教育と宗教の分離政策を取った。そして、
1899(M32)年 8 月 3 日、「文部省訓令第十二号」が発令された。 

 
 
 

文部省訓令第十二号 

一般ノ教育ヲシテ宗教外ニ特立セシムルノ件 

 

  一般ノ教育ヲシテ宗教外に特立セシムルハ学政上最必

要トス依テ官立公立学校及学科課程ニ関シ法令ノ規定アル

学校ニ於テハ課程外タリトモ宗教上ノ教育ヲ施シ又ハ宗教

上ノ儀式ヲ行フコトヲ許ササルヘシ 

 明治三十二年八月三日 
 

 これにより尚絅女学校は、創立時から厳しい三つの選択肢に
直面した。 
 

1) 一切の宗教教育を認めないこの指令に従って、聖書の教育と校内
での礼拝を止めて、つまりキリスト教の理念を放棄して、文部省
の認可と上級学校への進学資格付与権を取得する。 

2) 廃校にする。 
3) 従来通り聖書を教科として残し、礼拝も継続するという教育方針
を貫いて、つまりキリスト教的伝統を維持するが、学校制度とし
ては「各種学校」に甘んじてとどまる。 

 

 尚絅女学校は、最も困難な第三の道を選択した。その後、上
級学校への進学資格を文部大臣から受けるのは 1910(M43)年
1 月まで待たなければならなかった。 
 

関東学院、明治学院、
青山学院などもこの道
を選択した。他方、麻
布中学校は、第一の道
を選択した。

3.5 ミードの離仙 
 尚絅女学会を立ち上げ、ブゼルと二人三脚で歩んできたL.ミ
ードであったが、1902(M35)年、尚絅女学校認可後三年にして
仙台を去っている。その間の詳しい事情については記録がない。
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ただ、1895(M28)年に大火傷を負う事故があり、女学会の具体
的運営や活動についてはブゼルが主に担当するようになったこ
とと、それまで一貫してバイブル・ウーマン養成のための女子
神学校を構想してきたミードにとって、聖書科に入学する生徒
が少なかったことは、尚絅を辞する遠因になったかもしれない。  
 しかし、ミードはその後数名のバイブル・ウーマンを伴って
山口県の長府に赴いた。さらに下関そして大阪で女性宣教師と
して働き続けた。1908(M41)年には、彼女によって大阪市に
「バプテスト女子神学校」が創設されている。現在そこは「社
会福祉法人キリスト教ミード社会舘」(大阪市淀川区)となって
社会福祉活動を広く展開し続けている。 
 ミードは1926(T15)年7月に帰国、1941(S16)年10月9日に天
に召された。81歳だった。 
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4. アニー S. ブゼル 
4.1 生い立ち 
 アニー S. ブゼルは、マサチューセッツ州ローウェル市に八
人兄弟姉妹の二女として誕生した。父オリヴァー A. ブゼル(18 
35‒1914)は、若くして農業に従事しながら近くの学校で教育を
受け、やがて書店で働いた。その後資金を得て独立に至った。
この間、1858年にアデレード L. メリルと結婚する。父は南北
戦争(1861‒1865)勃発に際して進んで入隊し、戦傷で除隊、製
靴業、製薬業にも従事した。 

Buzzell, Annie Syrena 
(1866.8.3-1936.2.5) 

 1872年にブゼル一家はネブラスカ州に移住。父オリヴァーは
農業、伝道事業に奔走した。その後牧師になり、多くの開拓伝
道と教会設立に活躍し、州立外国伝道委員長にもなった。 
  
 

4.2 日本へ 
 敬虔な信仰と熱心な開拓伝道の精神に燃える家庭でアニーは
育てられた。四歳年上の姉ミニーも 1884 年秋に中国の汕頭(ス
ワトウ)に宣教師として派遣され、三年間宣教活動に従事した。
アニーは両親や姉の影響を強く受け、海外伝道を志すようにな
った。 
 高校卒業後、ギボンのネブラスカ・バプテスト神学校に入学
したアニーは、卒業後六年間小学校教師として働いた。立派な
実績を挙げ、将来を嘱望されていたが、彼女の志すところは、
郷里の子弟教育ではなく海外伝道であった。 
 そして 1892(M25)年 4 月、二十六歳の時に WBFMSW の宣
教師に任命された。同年 8 月に L.ミードが仙台に尚絅女学会を
創立したばかりだった。アニーは、このミードを助けるため、
女性宣教師として日本に派遣されることになった。10 月に米
国を出港。11 月 14 日に横浜着、19 日に仙台に到着した。ミ
ードの良き協力者として、アニーは尚絅の学校運営にあたった。 
 
4.3 婚約破棄 
 ところでブゼルには婚約者がいた。将来は共に日本で伝道す
ることを誓った青年であった。その婚約者がまだ神学校にいた
ので、ブゼルだけ先に来日したのである。しかし三、四年後、
いつのまにか婚約指輪がはずされ、書斎に飾ってあった写真も
見られなくなった。 
 彼女は婚約を破棄して、自分の結婚と家庭建設を断念したの
である。そして、わが子を育てない代わりに、尚絅女学会その
ものを自分の家庭のように思い、女学生と後述するバイブル・
クラスのメンバーらを心から愛した。ゆえに多くの日本の青年
男女から「師母」と慕われるに至ったのである。 
 
4.4 ブゼルの教育 
	 さて、ブゼルが1899年(M32)年に「尚絅女学校」の初代校長
となった時、彼女は三十三歳であった。それまでもミードを助
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けながら、女学会の初期の時代を多くの困難をかかえながら、
新しい学校の教育と運営にあたってきたにちがいない。 
 ブゼルの女子教育に対する精神や情熱については、彼女が行
なった授業内容を見ることが有効であろう。尚絅女学校は、18 
99(M32)年当時「文部省訓令第十二号」の条件を満たさなかっ
たために「高等女学校」ではなく「各種学校」として出発した
わけであるが、ブゼルたちはこの制度を逆に利用し、むしろ自
由に、そして普通よりも高い水準で授業を展開したようである。
主な担当科目について見てみよう。 
(１) 聖書の授業 
 ブゼルの聖書担当時間数は非常に多かった。ブゼルは聖書の
全貌を教えるだけでなく、キリスト教教義も教えた。当時生徒
だった人々の証言には、「学校のまだ若い頃は、聖書の授業時
間は非常に多くて、殆んど聖書学校の観があった」「先生の聖
書の御講義は、時の学校にとりましては、骨とも髄とも云うべ
きものでございました。…尚絅女学校の教ふるあらゆる学課の
中、先生の聖書の御講義は、全校に熱血となって注がれ、学校
の生命となりました」とある。他にも多くの証言があり、ブゼ
ルが聖書の授業にどれだけ心血を注いだかよく分かるだろう。 
 

(２) 英語の授業 
 英語の授業時間数は週六時間。当時の日本の義務教育におけ
る英語教育の時間数を上回るものだった。ブゼルはここでも下
級から上級に至るまで授業を担当し、上級生には詩文の暗唱を
課していた。 
 “Good Book”という標題をつけたノートに英詩を清書させ、
生徒たちが暗唱できるまで繰り返し朗唱させたようである。そ
のとき意味が分からなくても、それらの詩が生涯の心の糧にな
ることを確信していたからであろう。 
 

(３) 音楽に対する態度 
 ブゼルは音楽の授業にも力を入れた。その頃仙台に在住して
いたリディア・デニングの指導助言を受けながら、音楽専門の
学校でもないのに、彼女は音楽理論を厳格に教えた。正規の授
業以外にもオルガンの個人教授、英語の讃美歌による合唱指導
なども行った。 
 ブゼルの音楽に対する態度は、これを一つの独立した芸術と
して研究したり教えたりするのではなく、「神に対する礼賛の
表現」であるという理解に基づくものであった。ブゼルにとっ
て宗教と音楽は、共に手を携えて歩み行くべきものだったので
ある。 
 

(４) その他の授業 
 この他にも、ブゼルは育児法も教えた。育児法といってもそ
の内容は極めて広く、性教育、人体生理、婦人生理、処女の尊
厳、女性の権威、理想の女性像、恋愛の秘義、結婚の原理、家
庭生活の理想、母性愛などまで盛り込まれていた。 
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斉努る犯れ欽茨＼犯れ昂祈臣グ萎みもはオグ件�むむ�＼洗斉り虞孤ゆ黛塔

り鋳ょ�汐宝り葱ど歌拭籠�オォ糊慾ょ＼端韻須赴むだほ妓糞グ誼ふ寂ゆに＼

骸仁猛問ょ号逆グ並にりゃぞみほ〜 

栗原基『ブゼル先生伝』
大空社 1992 年 P.201 

 

 その他ブゼルは編物なども教え、週二十八時間の授業を行っ
ていたと記録されている。 
 

(５) ブゼルの夏休み 
 6 月下旬から 7 月上旬にかけて行われる一学期の試験が終わ
れば、生徒にとっては待ちに待った夏期休暇である。しかし、
ブゼル校長はその夏期休暇を利用して、生徒や信者の家庭訪問
を始め、その他傷病兵や病人を次々と見舞った。 
 ブゼルはこれを「御年始」と言った。しかしそれは儀式ばっ
たものではなく、各家庭の個人個人にやさしく接し、心からの
同情と労わりを示すものであった。また、手作りのグレープ・
ジュースや 西洋菓子などをいつも持参した。したがって、彼女
を迎える側も喜んで迎え、また一家を挙げてその訪問を楽しみ
にしていたようである。 
 ただ、この時期の外国人教師は、それぞれ避暑地保養地に休
暇を取りに行くのに対し、ブゼル校長だけはいつも校内に留ま
って手紙書きや訪問をするので、それをよく思わない教師たち
もいたに違いない。 
(6) 同窓生への言葉 
 ところで、ブゼルたちが教えた尚絅の生徒たちは毎年どれく
らいいたのであろうか。そして卒業生は何人だったのだろうか。 
 『尚絅女学院 100 年史』によれば、「1903 年(明治 36 年)、
第六回の卒業生は九名に達し、卒業生の総数は 20 名となった」
とあり、同年６月に同窓会発足式が行われている。 
 この同窓生たちに向けて書かれたブゼルの手紙が、1907(M 
40)年 12 月に創刊された同窓会の機関誌「むつみのくさり」創
刊号に掲載されている。この年は尚絅創立十五周年で、11 月
に祝賀会が行われた直後の刊行であった。このブゼルの文章、
特に見出しにある“Be good”という言葉が、その後代々尚絅の
同窓生たちを力づけ、そればかりでなく尚絅の教育の根本を指
し示す言葉として今も大事に読まれ続けている。 
 
 

ブゼルのメッセージ 
 “Be good” 
…It makes no difference whether we are rich or poor, – we can be 
good, no matter whether we hold high positions, or work quietly in 
some lowly corner, – if we are good, the world will be better for our 
being in it. Only a few can be rich, or great, or learned, but we can all 
be good. So again I repeat my simple message to each one of you, – 
“Be a good girl, and God will bless you, and make you a blessing to 
the world.” 
 

 

 
尚絅学院同窓会編 
『むつみのくさり』
1907(M40)年創刊号 
掲載英文メッセージ 
（抜粋） 
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私たちは金持ちであろうと貧乏であろうと、高い地位にいようと目立
たぬ片隅で静かに働いていようとどうという違いはありません。しか
し、私たちが good である時、世界ははじめて私たちの存在によっ
て、良き所になるのです。金持ちや偉大な人物や学識の人になれる者
はごくわずかでしょう。しかし私たちは誰でも良き人になることはで
きます。あなた方一人一人にもう一度私のシンプルなメッセージをく
りかえしたいと思います。良い娘でありなさい。そうすれば神はあな
たを祝福し、あなたを世の恵みにしてくださるでしょう。 

（下線筆者） 
 

  

世間ではどんなに目立たぬ存在あろうと「私たちが good であ
る時、世界ははじめて私たちの存在によって、良き所となるの
です。」”Be a good girl, and God will bless you and make 
you a blessing to the world.”とは、まさに他者のために生き、
全ての栄光を神に帰したブゼルの人生そのものだったと言って
よいだろう。 

『ブゼル先生伝』を題
材にした創作劇  
「Goodness -ブゼル先生
伝」が、尚絅学院創立
百二十周年記念事業と
して、2012(H24)年 8
月に上演された。 

 他にも、ブゼル校長は卒業式の式辞などに生徒たちに次のよ
うに熱く語っている。 
 

葛考り須妓りぞォゆびる＼べり葛考り咋葛斉ア業私萌ょウォ�りウエ�＼廻

犯る葛考グ�ほ銅遭斉ょウォ�りゃぞォはやグ＼骸ぱケる汰緊冗匠や狭ょ按

みも剛みも羅びだ�りゃふ〜 
 

 尚絅の教育の真価はまさに卒業生の存在と活躍にかかってい
ることを、ブゼルは確信していたに違いない。 
 わずか二十名で始まった同窓会であったが、卒業生数の増加
とともに尚絅の同窓会は拡大の一途をたどり、物心両面から尚
絅を支える役を果たしていった。今日でもブゼルやジェッシー
（第二代校長、本資料第 9 章参照）の精神を受け継いだ同窓会
の存在は大きく、尚絅の発展を見守りながら現在に至っている。 

現在の同窓生数は、約
66,000 人である。また、
全国には 15（内県外 6）
の支部があり現在も活
発に活動を続けている。 
 

 
4.5 バイブル・クラス
	 ブゼルは尚絅女学校の中だけでなく、外でも忙しく働いた。
市内の青年婦人会への指導、教会と自宅での讃美歌指導、十箇
所以上の日曜学校の監督、セツルメント(settlement)と自営館
(Jieikan)という貧しい人々が自営自活できるために作られた施
設の管理・運営などである。中でもバイブル・クラス(聖書研究
会)に集まった青年たちに対する感化は、その後大きな実を結ぶ
に至った。 
 

(１) 成り立ち 
 当時二高に一人の生徒がいて、修学の必要上、学業の傍ら尚
絅女学校で教鞭をとることになった。ある日、彼はブゼルに聖
書を教えてほしいと希望した。これがバイブル・クラスの始ま
りである。1893(M26)年 4 月であった。 
 最初は、毎週日曜日の午後にブゼルの書斎で、一対一で始め
られた。その後、数名の青年学生が加わるようになって、ブゼ
ルを中心にして聖書研究をするようになった。最後はいつも祈
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祷をもって終えられた。
来日して間もないブゼルである。日本語も決して上手ではな

かったはずである。つまり彼女は英語で、通訳なしで、バイブ
ル・クラスを始めたということである。当然、学生たちは内容
の理解もさることながら、英語の理解に苦労したに違いない。
しかし、バイブル・クラス開始後一年間で、四名が信仰を告白
してバプテスマを受けたという記録がある。彼女の人柄と熱意
はその弊害を越えて彼らに大きな影響を与え、人間形成の貴重
な手がかりとなっていったのである。
 

(２) 「火のバプテスマ」
1897(M30)年、ブゼルは米国に帰るか、仙台に残るかの決断

をしなければならなかった。真剣な祈りの末、日本伝道の為に
一生を捧げる決心をした。『ブゼル先生伝』では、遂にブゼル
先生は「火のバプテスマ」を受けられたと記されている。その
結果バイブル・クラスは一層の活気を呈した。
中でも 1898(M31)年は、バイブル・クラスの歴史の中で一番

飛躍した年であった。土曜日夜のバイブル・クラスだけでなく、
日曜日午後にも学びの時をもつようになり、火曜日午後には祈
祷会が行われるようになった。そして、そこから受洗者が次々
に起こされた。内ヶ崎作三郎、島地雷夢、吉野作造の三名は、
1898(M31)年 7 月 3 日に仙台第一浸礼教会(現在の仙台ホサナ
教会)で中島力三郎牧師からバプテスマを受けた。
このバイブル・クラスはブゼルの三回目の帰米となる

1919(T8)年 7 月まで二十七年間にわたり連綿と継続された。
 

(３) 近代日本文化史に遺る逸材の輩出

1897 (M30) 年のバイブル・クラスメンバー
後列：左から伊藤宅治、守屋孝蔵、木幡富治、土井亀之助、栗原基
中列：左から内ヶ崎作三郎、井上元成、A.S.ブゼル、吉野作造、中島祐、小西重直
前列：左から渡邊幸次郎、島地雷夢、平塚廣義、神谷健夫

主要メンバー
栗 原 基(1876‒1967)第三
高等学校 (京都大) 教授、戦
後尚絅学院短期大学で教
えた。島地雷夢 (1879‒19 
14) 島地黙雷の息子、神
戸一中で矢内原忠雄を教
える。内ヶ崎作 三 郎 (18 
77‒1947) 早稲田大学教
授、衆議院副議長、国際
連盟協会理事。吉野作 
造 (1878‒1933) 東京大学
教授、大正デモクラシー
の思想的指導者。小西重
直 (1875‒1948) 京都大学
総長。佐 藤 清 (1885‒19 
60) 英文学者、N.ホーソ
ンの『緋文字』を翻訳し
た。

バイブル・クラスのメンバーは二高の学生たちだった。彼ら
の多くは東大に進学し、「東京帝国大学基督教青年会」のリー
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ダーや中心的メンバーとして活躍した。東大卒業後は、牧師、
大学教授、国会議員などになり、その後の日本の近代化に影響
を与えた人物も少なくなかった。中でも吉野作造は、政治学者
として東京帝国大学教授となり、日本の大正デモクラシー運動
の思想的指導者となったのは誰もが知るところである。(第 7
章参照)
このように数多くの逸材を輩出してきたブゼルのバイブル・

クラスのことを、ある人は「熊本バンド」「横浜バンド」「札幌
バンド」に続く「仙台バンド」と呼んでいるが、そう言って差
し支えないだろう。

仙台バンド

島地雷夢君の場合
 

島地雷夢の父島地黙雷師(1838‒1911)は浄土真宗本願寺派の勧学と
して、仏教界に盛名を馳せていた。自分の後継者となるべき息子がキ
リスト教に改心したことで、「もし改心して再び仏門に入らなけれ
ば、父子とも死ぬ以外にない」と迫った。
島地雷夢は大学卒業後、病にかかり、神戸一中の教諭となり倫理の

授業を担当し好評だった。1915(T4)年 2 月 9 日に三十七歳で死亡。
告別式で、黙雷の養子である島地大等が現れ、「兄は永い間迷ってい
ましたが、眠る時は父の許に参りますと申しました」と挨拶し、父の
墓に合わせ葬られた。

 

東北大飢饉と米国からの救済
1905(M38)年に起きた冷害(宮城県地方が最悪で平年比 19%の収穫)

による東北の危機的な飢餓状況に対し、ブゼルをはじめとする仙台在
住の宣教師たちは、1906(M39)年ウィリアム・アクスリング牧師を本
国に代表として送り、超教派の救済活動団体 "THE FOREIGN COM-
MITTEE OF RELIEF FOR THE FAMINE IN NORTH JAPAN" を結
成し、東北救済のための寄付をアメリカ国内で募った。

4.6 奮闘と妬み
ブゼルの生活はいつも仕事中心であった。休日も平日と変わ

らず、夏も冬も働き通した。彼女は、WBFMSW から支給され
る一定の給料以外に、余計な経費を請求しないことにしていた。
継ぎ接ぎの靴下を履いたり、自分は出来るだけ節約したりして、
少しでも貧しい学生の志を遂げさせたいと援助を惜しまなかっ
たようである。したがって、時には旅費に事欠いたり、大事な
時に着る晴れ着がなかったり、日光、有馬、鎌倉などで開かれ
る宣教師会議に出席しないこともあったという。多くの外国人
宣教師が猛暑を避けて向かった避暑地の軽井沢にも行かなかっ
たようである。
ブゼルのこのような態度は、当然同労の宣教師や日本人の教

師たちにも心地良いものではなかったに違いない。出る釘は打
たれる。正しい人がかえって苦労するのはよくあることである。
ブゼルが同労者以上に日本人に親しく接し、骨身を惜しまず働
き、潔癖すぎるほど質素な生活に甘んじたことが、将来非難を

 島地黙雷師 
(1838‒1911) 
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受ける素地を作りつつあった。
そして、恐れていたことが起こった。あるとき、入院してい

る一生徒を見舞った機会から、ブゼルは、数奇な運命に泣く人
に親しく面会するようになった。その一身上の境遇に深く同情
したブゼルは、彼を救おうと決心した。そして、その人を引き
取り、骨身を惜しまず世話をしたのであった。その後、様々な
困難な事情もあったが、彼にキリストの信仰と神にある平安を
得させるまでにこぎつけた。
しかし、この事件を理由にして、ある教師たちはブゼルを仙

台から追放しようと考えた。「先生が学校に頑張っている間は
枕を高くして眠ることは出来ない」「一人の校長が永く学校に
留まるのはよろしくない」「大学教育を受けたでなし、学殖の
認めるものでなし、かかる人は学校草創の時代はともかく、尚
絅の今日にあっては新陳代謝の法則によって善処すべき」など
の議論が噴出した。いらぬ噂も流れたに違いない。
この間、尚絅では大きな記念行事が行なわれていた。

1917(T6)年の創立二十五周年記念式と新校舎献堂式、そして、
ブゼル先生在職二十五年祝賀会である。内容は大盛況で関係者
は大満足だったようであるが、ブゼルの心中はいかばかりであ
ったろうか。校長を巡るこのようなある種不安定な情勢は、ブ
ゼルの 1919(T8)年の第三回帰米までの数年間続いた。そして、
その後尚絅は大きく変わっていく。

創立二十五周年記念式、新校舎献堂式、
及びブゼル先生在職二十五年祝賀会

・音楽会
1917(T6)年11月21日晩に行われ、600人が参集。合唱、オルガン

独奏、ピアノ連弾、独唱などがあり、最後に土井晩翠作詞、佐々木英
作曲の新作校歌(本資料 p.55参照)が生徒一同によって歌われた。

・祈祷会
11月22日午前９時、新校舎が与えられたことに対する感謝と、こ

の校舎を立派に使用できるように、生徒と教職員共に祈った。司会は
ブゼル。吉川一水とアキスリングが説教を行った。

・創立二十五年記念式ならびに新校舎献堂式
11月22日午後1時開始
奏楽
讃美歌
聖書朗読
祈祷
教育勅語奉読
君が代
建築報告
沿革の紹介 ブゼル
説教 アキスリング
献堂祈祷
献堂の歌
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祝辞
校歌
祝祷

・ブゼル先生在職二十五年祝賀会
11月23日午前９時開始
讃美歌合唱
聖書朗読
祈祷
バイブル・クラスの教え子や各団体代表の祝辞
職員・同窓会・生徒代表の祝辞
記念品贈呈
答辞 ブゼル

※記念会発起人会は、この時、学校内にブゼル記念文庫を創設し、永
くこれを保存することを報告した。

・バザー：11月23日午後から三日間に渡って行われた。
・女学生大会： 11月23日午後。
・同窓大会：11月24日午前。
いずれも大盛況を呈し、来会者は一同大満足であった。

東西バプテスト女性外国伝道協会の統合
エラ・オー・パトリックがかつて書記をしていた、尚絅女学校への

独身女性宣教師派遣の母体、シカゴに拠点を持っていた西部バプテス
ト女性外国伝道協会(Woman’s Baptist Foreign Missionary Society
of the West, WBFMSW) は、東部マサチューセッツに拠点を持つバ
プテスト女性外国伝道協会(Woman’s Baptist Foreign Missionary
Society, WBFMS)と統合され、1913(T2)年、アメリカン・バプテス
ト女性外国伝道協会(Woman’s American Baptist Foreign Mission
Society, WABFMS)となった。

4.7 第三回目の帰米
宣教師たちは、数年に一度は休暇帰国することになっていた。

それは自分たちを派遣し経済的精神的に支えてくれている伝道
協会や各教会に赴き宣教報告をするためである。この期間は休
暇も兼ねているが、継続して支援を受けられるように、各教会
を巡回することが重要な任務であった。
ブゼルは 1919(T8)年 7 月に第三回目の帰米のため仙台を離

れた。しかし帰国の途についたのは、同年 8 月に尚絅女学校に
退職届を出してからであった。

第三回帰米
1919.7ー1920.12

この間、尚絅の主事として働いていた千葉勇五郎氏は、秘か
に米国に手紙を書いた。その内容は、仙台の情勢がブゼルにと
ってよくないこと、次回来日したときは仙台以外の伝道地を選
択するのがむしろ賢明であるというものであった。
ブゼルの帰米後、尚絅では記念図書館にあったブゼルの写真

が取りおろされ、どこかに打ち捨てられたという事件が起こっ
た。ブゼル自身も予想しないことであった。
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翌年 1920(T9)年 12 月にブゼルは再び来日した。横浜や東京
では歓迎会まで催された。しかし、仙台に入り久しぶりに尚絅
の校舎に入ったときは「針の筵に坐る心地であった」と栗原は
書いている。

栗原基『前掲書』
p.457

その後、二、三日は仙台に滞在したようであるが、ブゼルは
懐かしい仙台に別れを告げ、急いで新しい赴任地である岩手県
遠野へ向かった。花巻から当時ベビー・トレインと呼ばれた軽
便鉄道に揺られながら三時間かかってようやく遠野に到着した。
どんな思いでブゼルは尚絅と仙台をあとにしたのであろうか。
当時のブゼルの心境を知る手がかりとして、遠野赴任後に山田
光秀牧師(仙台浸礼教会)に宛てた手紙がある。そこには次のよ
うに書かれている。
ははょ酪も飼る斥ょ志腰ぷゃ簡弱ょ右オも兇エ�ふ〜÷ははゃる稚でど貫件

グ洲ね�びほ〜≧1920.12.26∞ 

佐でェ光＼飼と禰麻＼椴ょ津悩臣グ吹にびも絢びほ�…浅拓ょ偽みもでェゆ

�ほ掘日るはやばやに肪オォむ�エゃてエ�ふ〜飼る浅拓グ絢び�ふ〜飼る

べり業絵グ絢び�ふ〜飼る梢絅グ絢び�ふ〜べびも鱒禰公韻銅りほ�ょ技エ

�びゥぢ〜≧1921.1.24∞ 

4.8 遠野時代

遠野におけるキリスト教の伝道は、1892(M25)年 8 月から中
島力三郎牧師によって始められていた。従って、ブゼルは遠野
教会に迎えられた形になる。
彼女はさっそく町の東部にある穀町に、かなり大きな日本家

屋を見つけ住まいとした。人口八千人の遠野における彼女の使
命は、まず幼稚園を開設して、できるだけ早く教会に接続した
建物を建てて、そこを遠野における伝道事業の中心地とするこ
とだった。
ブゼルの赴任に伴い、仙台から庄司惣兵衛が同行していた。

彼女の遠野での新しい伝道活動を支えてしばらく手伝うためだ
った。しかし、やがて家族を呼び寄せるまでになった。また、
三宅はるという女性も幼稚園事業のために遠野までやってきた。
そして、翌年の 1921(T10)年 4 月、遠野聖光幼稚園が遠野教会
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内に開設された。ブゼルが遠野に赴任して三ヶ月後である。そ
して、その翌年 1922(T11)年 12 月 28 日、岩手県知事より幼
稚園の認可を受けている。翌年からは英語学校、バイブル・ク
ラス、家庭会なども始めている。

1922(T11)年認可前卒園生（遠野聖光幼稚園） 

アメリカに宛てたブゼルの手紙
 焚業り辞鰻や刃篤り刃錫る琉敗ょ穂妥ぱオもだ�ふ〜飼ほぽる正眉

須問グ渦に琉敗ゆドΗフモ業示緊鋳臣幅グ尖ねほだりゃふ〜首ど須」

る療腎り申方びほ�りウエ�稼で�みや襲業填ょ畷洋りぞォ�りグ羅

びとみもだ�ふ〜べオ伍飼狭と碑ェょドΗフモ業グ幻漁ふォ亀絵グ邸

挟ふォりる＼字みも藤疏ゆ示ゃぞエ�ふ〜 

栗原基『前掲書』
p.480

1921(T10)年 8 月 5 日
付で故郷にいる妹ジェ
ニーに送られた手紙

ブゼルは幼稚園の幼児を通して、遠野の家庭と両親とに呼び
かけ、あらゆる社会層に光を当ててキリストを伝えていこうと
した。幼稚園に行けない貧しい農家の子どもたちに対しては、
1930(S5)年７月から下組町の水曜幼稚園を開設し運営した。

1929.5-1930.7 は帰米
のため久慈のタマシ
ン・アレンが園長を代
行した。

彼らの働きは遠野の幼稚園から、農民を含めた遠野の住民の
生活全部に接触し浸透していった。しかし、ブゼルは血圧が高
く、還暦あたりから肥満になり、リウマチに悩むようになった。
遠野に移ってからも、ブゼルは仙台で世話をしていた学生に

対する学資支援を継続していた。また、遠野での幼稚園を創設
するにあたっても相当苦心していた。それはフローレンス・ハ
リス女史に宛てた手紙からよく分かる。もし故国にいる友人た
ちからの多大な経済的援助がなければ、ブゼルの遠野での活動
は制約され実現しなかったであろう。栗原基は次のように書い
ている。
 臣捲グ貯だぼ匠含る識」ょ巾掠ょ側ェオも＼湧須築顧ア業つ氏り禰麻ょ苔

ふォ銅拭り濃グ涵翌び＼洗斉り隻緊グ糞ょ乙ぴも肢奥ふォょ字みほはやる＼

貯磯ふ�ど示社ゃぞみも＼洗斉グびも式ょ雇琉冥奥り簡ぞェび�もだォ専癖＼

ゅオ摘はオと沢どゆ一椅やゆエ＼掌隷やゆみも＼貫気や簡弱ょ右オぱぷほで

る参ふォょ容ぞォ〜唾り願ょ洗斉り轄びど娘と識濯ょ枯社やゆエむむぞォ〜 

栗原基『前掲書』
p.495
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4.9 晩年と永眠
ブゼルは日本永住を決意していた。山田牧師夫人に書いた手

紙にも、「自分の亡骸を多くの愛する人々と共に北山に埋めて
ほしい」と伝えていた。
1926(T15)年 11 月 13 日に東京の三崎会館で還暦祝賀会が

行われた時から、ブゼルが日本を永住の地とするのであれば、
邸宅を造って差し上げようと言うことになった。宣教師は
65 歳定年。1929(S4)年の第四回目の帰米を最後に引退する
ことは明らかだった。
1932(S7)年、ブゼルのために仙台に家を建てる提案が発起

人の一人山田牧師からなされ、同窓生やその他教え子たちに
よる募金は直ちに目標額を突破した。1933(S8)年 12 月 3 日
尚絅女学校講堂で仙台の新邸宅贈呈式が行われた。
しかし、遠野での事情はブゼルの仙台行きを簡単には許さ

なかった。ブゼルは頻繁に来仙するたびに新宅に宿泊し、な
るべく人に迷惑をかけないように少しずつ荷物を運び入れた。
「先生はなるべく人々に迷惑をかけないで済むように転住し
ようと注意されたのである」と栗原は『ブゼル先生伝』に書
いている(p.604)。そして 1935(S10)年 7 月 24 日、ブゼルは
やっと仙台に落ち着くことができた。
しかし翌 1936(S11)年 2 月 5 日、風邪により肺炎を併発し、

皆が讃美歌を歌い祈祷する中、ブゼルは臨終した。
告別式は 1936(S11)年 2 月 8 日に尚絅女学校講堂で行われ

た。台湾や満州のような遠方から、またあらゆる階層から、
五百から六百名が集まった。翌 9 日の日曜日には仙台浸礼教
会で記念礼拝があり、午後は北山にある輪王寺の教会墓地に
約百名が集まって埋葬式が行われた。

4.10 記念事業
その後まもなく尚絅女学校の安藤謙助校長を会長とするブ

ゼル先生記念事業期成会が生まれ、次の三つの事業が計画され
た。
１）ブゼルの墓を立てること
２）ブゼルの胸像を造ること
３）ブゼルの伝記を出版すること

早速各事業は着手され、翌 1937(S12)年 11 月
23 日に自然石の墓碑が建てられた。翌 1938(S13)
年８月３日のブゼルの誕生日には、遠野町の聖光
幼稚園庭の前に胸像が立てられ除幕式が行なわれ
た。そして、1940(S15)年 11 月 23 日、栗原基著
『ブゼル先生伝』(全 884 頁)が出版された。

墓碑銘
わが父は今に至るま

で働き給う、我もま

た働くなり。 
ヨハネ福音書 5:17
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5. エラ・オー・パトリック・ホーム 
   Ella O. Patrick Home 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

5.1 略史  
	 1896.1.29 広瀬町校地献堂式（1903 校舎増築）  
 1922-1930の間に外壁のモルタル化  
 1964 北側へ移築  
 1966 屋根材の鉄板葺き化  
 1997 都市景観賞受賞  
 2008 解体  
2010  ゆりが丘に復元、宮城の洋館建築として

は9番目の古さ 
  
5.2 エラ・オー・パトリックのプロフィール  
 1846年2月28日生まれ 
 2歳で熱病（生涯腹痛に悩まされる） 
 アメリカン・バプテスト教会の敬虔な信者 
 海外の女子教育や伝道に強い関心 
 1892年11月12日没(46歳) 
 当時、アメリカで募金運動が行われており、ご遺族から多額のご
寄付を頂くこととなった。 
 
5.3 建築概要  
 本学最初の自前校舎 
 木造2階建て 
 竣工：1896年1月29日（献堂式） 
 建物名：エラ・オー・パトリック記念館（ホーム） 
 建築責任者：ハンブレン師              １階平面図 
 設計者：外国人 
 工事：日本人 
 １階：4室、約136㎡（北側廊下･トイレを含まない） 
 ２階：4室、約139㎡（階段を含む） 
 延べ床面積：約276㎡  
 保存部分：1、2階とも約40坪（約132㎡）  
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5.4 建物の用途 
 当初は主に宣教師の住居として使用された。     2階平面図 
 建設時：１階：応接室、校長室、礼拝室、食堂 
 ２階：ブゼル先生私室・書斎、ミード先生私室。ブゼル先生の
バイブル・クラスもここで行われた。          
 その後、教室、図書館、学生寮、舎監宿舎、同窓会室、倉庫と
して使用された。 
・創建時と解体前の外観の違い 
・限界だった建物の老朽化 
 
5.5 復元方針 
理念：建物自体が尚絅の建学の精神を表すシンボルである。 
利用方法案：①小規模な礼拝を行う、②展示物を置く  
その他の使い方：教室、ゼミ室、会議室、礼拝堂、喫茶店等も検討したが、管理や設備面から
難しいことがわかり、断念 。 
材料の再利用方針  
・再利用： 
 階段、暖炉、屋内建具（扉、窓、鎧戸、金具）、カーテンボックス、 
 廻り縁、巾木、1階の寄木床（1･2階の床材を再利用） 
・模写復元： 
 屋外装飾、屋外建具（扉、窓、鎧戸）、2階床材 
（蝶番は同じデザインがなかった） 
・資料から再現： 
 屋外装飾の一部、ベランダ、屋根、外壁、屋根飾り、煙突､基礎  
・想定で復元：天井、色彩、  
・新設・改変：トイレ、2階倉庫、モジュール  
・復元しない： 
 洗面所、暖炉の火回り、漆喰壁→建材、屋外窓の上下、追加されていた1F出窓と2F窓  
・調査後決定：構造体（柱、梁、小屋組等）一部保管したがほぼ廃棄  
・施工の様子  
 
5.6 建築的特徴 
 

                  
 
（１）外観  
 コロニアルスタイル 
 下見板張りの外壁 
 玄関上部装飾 
 南側小ベランダ装飾 
 建具（鎧戸、上げ下げ窓、玄関扉） 

 大ベランダ建具、手すり 
 屋根、屋根飾り 
 煙突 
 基礎 
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（２）内部・内装・暖炉 
  階段  
  内部建具（ドア、窓）とその周囲  
  暖炉  
  床  

 廻り縁、ドアまわり、付け鴨居、腰壁縁切 
 巾木  
 ガラス  
 カーテン 
 カーテンボックス  
 

（３）建築小物  
  ドアノブ  
  鎧戸留め  
  階段装飾  
  ドア枠  

 蝶番（大･小）  
 丸落し  
 窓の鍵  
 鍵  

 
（４）家具備品  
  照明

5.7 エラ・オー・パトリック・ホームの不思議 
（旧不思議）  

① 2階に窓  
② 1階に出窓 
③ 玄関脇の窓が扉だった時代がある（←玄関化）  
④ 2階床に切れ目（←移転時に２分割）  
⑤ 玄関に下がり壁（←二重扉だった）  
⑥ 柱の太さ（←実際は太くなかった）  

（現不思議：未解決、迷宮入り？）  
⑦ 外壁の色  
⑧ 2F物入れ下の隙間  
⑨ 玄関左手の巾木に切れ目  
⑩ 玄関右のへこみ  
⑪ 同窓会室の白い塗装  
⑫ 設計者、施工者  
⑬ ドアノブはどれ？  
⑭ 天井、照明  
⑮ 洗面所の意匠  
⑯ 食堂の壁にドアがあったはず  
⑰ 二重天井か？  

 
5.8 服部英太郎･文男遺文庫 
尚絅のブゼル先生 
  → バイブル・クラス（吉野作造、内ヶ崎作三郎、栗原基）ら 
   吉野作造→ 教え子（服部英太郎東北大名誉教授、経済学部長、福島大学長）  
              → ご子息（服部文男東北大名誉教授、経済学部長）   

  ↓ 
・服部栄太郎・文男遺文庫（社会思想史、ご遺族から寄贈）  
 洋書 約3500冊 → 4,156冊  和書 約2500冊 → 2,333冊 
 東大時代の講義ノート（吉野作造先生のPolitical History他）など 
（和書等の14,000冊は中国の名門、精華大学に服部文庫として寄贈） 
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6. 中庸 
6.1 四書 
 四書とは、儒教の経書（経典）のうち『論語』『大学』『中庸』
『孟子』の四つの書物を総称したものである。朱子（朱熹）に
よって儒教の代表的経典とされた。『論語』は孔子と弟子たち
による言行禄、『大学』は孔子の門人の曾子(そうし)の作とされ
ている。また、『中庸』は曾子の門人の子思の作、子思の門人
に学んだのが孟子とその弟子たちの言行録が『孟子』である。 
 儒教は一般に「修己治人」の教えといわれ、「己自身を修め
る」道徳説と「人を治める」政治説を兼ねた説教と言われてい
る。この四書を学ぶことによって、儒教の正統的な血脈がその
まま会得できると説明された。四書のうち『大学』は「初学入
徳の門」としてまず始めに学び、『中庸』は最も深遠なものと
して最後に学ぶべきものとされている。 

朱子(1130-1200) 
孔子(前 552‒479) 
曾子(前 505‒435) 
子思(前 483‒402) 
孟子(前 372-289)

 

6.2 中庸の精神 
「中庸」という言葉は、四書の一つとして有名であるだけでは
なく、一つの徳目ないしは生活態度を表す言葉として今も生き
ている。「中庸」よりも「中道」と言ったほうが分かり易いか
もしれない。つまり、人間が世の中で暮らしていく上で、極端
に走らず、程良い中を取っていくという生き方である。 
 『論語』の中では、「中庸の徳たるや、それ至れるかな」と
孔子に賞賛されたのがその最初の出典であり、儒学の伝統とし
て長く尊重されてきた。 
 『中庸』第２章には次のような君子（人格者）の道を説く言
葉がある。 

 

仲尼曰。君子中庸。小人反中庸。君子之中庸也。 

君子而時中。小人之反中庸也。小人而無忌憚也。 
 

意味は、次の通りである。 
 

径氏る鋳溶り凸グ樹ォと＼む�ェゆだ晶須る鋳溶(り花馳と糞でェゆだ

りゃ)べオょ煤に�りゃぞォ〜径氏と鋳溶グ樹ォやだぢりるだでょ�径

氏ェびだ琉敗ゆ薪ォ伏だゃだも＼べり浄ゅケゆやどょゃ�べり錠ょ乙ぴ

も鋳ゃてオォでェぼと＼晶須と鋳溶ょ煤にやだぢりる＼だでょ�晶須ェ

びだむ�ェゆだ剛道グやみも＼びで�芯�グ築ェゆだ廻剣ぱゃ稼ゃ�藤

ほエ肱キぶアみもりねォでェゃぞォ〜 
 

 このような思想は中国に限ったことではなく、古代ギリシャ
にも見られる。アリストテレースはメソテース(meso/thß)という
言葉で、この中庸の精神を尊重している。 

∆Aristote¿lhß 
(前 384‒前 322) 

	

中庸の精神（メソテース） 
 

 ÷液道り廻賃�べり扶尊�＼や�ょ胎琳グ�縞ぷび�＼銅ぴに�ほ嘘��

りア晋奮と駄どょふな松ゆにょふなォりる研港グ�縞ぷび�ォ�りゆォょ班

びも＼べオと展醒ゆェ研港グ掃声び測靭び穂疎ふォりぼでェゃぞォ〜戦牲や

で柚肝やでべり陀�カ�カり輪陸填ゆ凸り錠腰ょてだも�はオや銅葉ゃぞ

ォ〜 



尚絅学入門 

 31 

 ふゆキぽ＼ぞェイォ�りグ導琵びぞェイォ�りグ凝腐びも稼ばやょ�袋つ

つゆだゎやる蜂懶やゆエ＼�ほ霜ぴも＼だでゆォ�り�凝オぶ＼だでゆォ�

りょ慌でみも�靭ケゃ剛にゆェれ冥卜やゆォ〜銅ぴに�ほ＼ぞェイォ凱轄グ

恐轄び＼だでゆォ凱轄グ�芯�ゆだゎやる芳埣やゆエ＼ぞェイォ凱轄グ琵ね

ォゆェれ＼÷だキれ冥簡潟ゆゎややゆォ〜でにびも戦牲�柚肝�£廻賃％や

£扶尊％ょウみも縞キオ£鋳溶％≧�ベム【フ∞ょウみも穂ほオォ(1104a∞ 

÷鋳溶≧�ベム【フ∞やる＼ぼと＼入むり庵凸り＼ふゆキぽ廻賃ょ畿めにべ

オや扶尊ょ畿めにべオやり願ょてねォ鋳溶り因だゃぞォ〜べびもぱェょはり

はやる＼£拭濃ア剛逸ょてだも韻むり庵凸る疏ォ�ど摘塔ょ誹びも扶尊び陀

り庵凸るべオグ廻賃びもだォりょ苔びも＼凸る鋳グ塙現びべオグ糎を％�り

ゆォはやょ畿めだもだォ〜凸る＼べオイつ＼べり社胎ょ袖びも糊つれ＼�ほ

べり麻煮グだだ蒜キふ碇逆ょ袖びもだつれ£鋳溶％≧�ベム【フ∞ゃぞォ

と＼びでびべり斎楚聖やで£ウぱ％やでょ袖びもだぢゆェれ＼べオるでつみ

も£墜衿％≧ゾニΚム【フ∞ょ�でゆェゆだ÷(1107a)〜 
 

 
 
 
 
『アリストテレス ニ
コマコス倫理学（上）』
(高田三郎訳)、第二巻二
章、六章、岩波文庫
1971 年 p.59-60, 71-
72 

 

6.3 衣錦尚絅 

 

 尚絅女学会がキリスト教主義の学校であるにもかかわらず、
儒教の経典『中庸』から校名「尚絅」を選んだ経緯については
前述の通りだが、ここではその「尚絅」という言葉について、
前後の文脈から味わってみよう。 
 

詩曰。衣錦尚絅。悪其文之著也。故君子之道。闇然而日章。小人

之道。的然而日亡。君子之道。淡而不厭。簡而文。温而理。知遠

之近。知風之自。知微之顕。可与入徳矣。 
 

持≧び∞ょ曵に£倶≧ょびど∞グ員≧ど∞も絅≧ねだ∞グ梢≧にキ∞ぢ％や〜唾り柄

≧をケ∞り彫≧ぞェ∞キォォグ庵≧ょに∞�ゆエ〜伍ょ径氏り篤≧�ぽ∞る維疏≧ぞ

ケへケ∞やびも執≧びで∞�禰≧ゎ∞ょ賞≧ぞどェ∞でょ＼晶須≧びゥぢぴケ∞り篤

る填疏≧もどへケ∞やびも執�禰ょ暴≧�カ∞を〜径氏り篤る壇≧ほケ∞ょびも執�

薗≧だや∞キぶ＼含≧でケ∞ょびも執�柄ぞエ＼歌≧てケ∞ょびも執�陸≧エ∞ぞエ〜

鴎≧やて∞どり喰≧ぽで∞どグ築エ＼腹≧ゑぢ∞り嫉≧ウ∞ォグ築エ＼疋≧わ∞り個

≧ねケ∞ゆォグ築オれ＼庸≧や�∞ょ凸ょ寧≧だ∞ォ荷び〜 

 
 
島田虔次『大学・
中庸』新訂中国古
典選第 4巻、朝日
新聞社 1967 年 

 

以下、この解説を『尚絅女学院七十年史』から引用しよう。 
 £梢％る茄つォや瀞�〜£絅％る褧や銅ぴゃ＼ぢふ�りゃぞォ〜£倶グども絅

にキぢ％やる＼迅ょ倶グども�＼建びもはオグ嚇翫ょ瑚ォはやゆに＼ぢふだぢぽ

でねグ叶ねォはやゃぞォ〜はオる径氏り須癖＼臣肱つ＼べり咋エ萌グ汰鎚含免ょ

蒜枯びほ糊慾ゃぞォ〜嘗とアア�ふオれ綺裂ゆ員丞グ酎侵みも＼はオ現ウとびょ

もェぢるびほゆぱグょにケぼ糊慾ゃぞォ〜 

 径氏り篤る＼異�びも蒜ぱゆだと＼禰ょ免ェでゃぞォ〜はオょ班びも晶須り篤

る＼るみどエびもだォ葉ぼと＼狙識ょ紹つ縞ぷォ�りゃぞォ〜径氏る飾ょ壇」や

びもべり迅グ女びもだォでェ＼松び�村十賢妓とゆに＼万冥泰ゆ匪キびぱ�ゆに＼

字みも汰鎚含綻ゃぞォ〜びでび＼べはょ�ほ泣みも糊ぢょ糊キオよ述だ肘びぱグ

俗びもだォ〜�ほウに須グ洲ね洋オォ歌だ絢拭とぞゑオもだも�＼べはょる＼ぽ

ァケやびほ篤陸グ椿びもだォでェ＼建びも拭絢ょ添オォはやるゆだ〜 
 

 以上は中庸の句の大意であり、わが校の校名は実にこの句に由
来するのである。 
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7. 吉野作造 
 

 
 

7.1 生い立ち 
 1878(M11)年 1 月 29 日、宮城県志田郡大柿村(現在の大崎市
古川)で糸綿商「吉野屋」の長男として生まれる。高等小学校一
年生のとき、押川方義から洗礼を受けた「斎藤英和辞典」で有
名な斎藤秀三郎を講師に招いた英語講習会で、キリスト教に関
心をもった。中学進学のため仙台に出る吉野作造等に入学祝と
して町の有志が国語辞書「言海」を贈った。吉野が入学した尋
常中学校の初代校長だった大槻文彦が完成させた辞書である。 
 

父親年蔵から「作蔵」
と名づけられたが小学
校時代から自分を「作
造」と書いている。正
式改名は帝大教授とし
て活躍していた 1917 
(T6)年であった。家業
を継がないことが分か
っていたことが改名し
た理由の一つだった。 

7.2 キリスト教への入信 
 中学校を主席で卒業した後は、文科の哲学科への入学を志し
ていた。しかし偶然に第二高等学校法科に入学した。東北学院
長の押川方義の「修身講話」を聴き、キリスト教に関心を持っ
た。同じ頃、ブゼルのバイブル・クラスに入る。 

田澤晴子『吉野作造  
人世に逆境はない』
P.31-32 
 

 吉野が入会した当時の参加者十四名中、十三名が二高生であ
った。栗原基、土井亀之助、内ヶ崎作三郎、三浦吉兵衛、小山
東助などがいて、このクラスこそ後の大正デモクラシーの担い
手たちとなる二高生たちの交流の場であった。バイブル・クラ
スは 1893(M26)年から 1919(T8)年まで続いた。 
 クリスチャンとしての熱誠溢れる人格と言葉、そして男女共
に時代の要求に応じて働く人物を養成するというブゼルのキリ
スト教主義的教育方針こそ、人生の指針を模索していた吉野に
とって導きの糸となった。1898(M31)年 7 月、3 年生の内ヶ崎、
島地雷夢と一緒に、1年生の吉野が洗礼を受けた。 

今はユダヤ人もギリ

シヤ人もなく、奴隷

も自主もなく、男も

女もなし、汝らは皆

キリスト・イエスに

在りて、一體なり。 
(ガラテヤ人への手紙
3:28 文語訳) 
 

 

ブゼルの聖書講義 
 

 …講義は「信仰的であり福音的のもの」だったという。それはブゼ
ルの人格からあふれ出る言葉を中心とするものであった。 
 …ブゼルは教育について、「単なる物知りであるという男女を養う
のではなくて却って働ける人物即ち自己の生存する時代の要求に応ず
る事の出来る者を養うこと」、両性に共通の「人格を養成する事」が
肝要だと主張していた。 

 

 
 
田澤『前掲書』p.32 
「女子と教育」『河北
新報』1909(M42)年 3
月 3 日 

 

7.3 宗教と科学の衝突 
 復活や奇跡と科学との折り合いの問題は当時の学生にとって
は大問題であり、盛んに論じられた。吉野はこの大問題に悩ま
されながらも、キリスト教への信仰の道を選んだ。 
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 内村鑑三は、宗教と科学の二者択一の立場から科学を全否定
した。吉野は科学的合理性への志向をもっていたので、このよ
うな態度は取れなかった。二高３年のときの「宗教と科学」と
題する講演で「宗教の舞台は根本原理全体にして、科学はその
意志の一部にすぎない。故に科学的の知識をもって宗教を律す
るは誤れり」と主張した。 
 
7.4 経世の志
 吉野は積極的に二高の学内誌『尚志会雑誌』の編集等の活動
をしていたが、「厭世的傾向」を持つ日本の文学を否定し、文
学へ沈溺する仲間たちとは決別を宣言し、経世の志を持つべき
であると主張した。この主張を支えていたのは、人生の指針を
授けられたキリスト教信仰なのである。 

 
田澤『前掲書』p.40 

 
7.5 結婚と東京帝大入学、社会主義者との距離 
 二十歳で高校卒業と同時に、当時職業婦人としては先駆的存
在であった小学校教師阿部たまのと結婚。卒業後東京帝国大学
法科大学に入学。父親は古川町長になった。 
 吉野は、「結婚と恋愛」という文章の中で、恋愛とは、お互
いに「心身の全霊を捧げても悔ゐずとするまでに没頭し得る相
手方を見出」すことであり、「全人格の信認傾倒の関係」であ
る。そしてその到達点が結婚だとした。この宗教的感情を帯び
た恋愛結婚の肯定は、吉野の実体験に基づくものであろう。 

 
 
 
田澤『前掲書』p.42-43
『中央公論 1923(T12)
年 5 月号巻頭言 

 清教徒的キリスト教信仰に燃えていた吉野は、社会主義者た
ちの自堕落な生活に嫌悪感を覚えた。思想内容よりも社会主義
者たちの人間性や生活態度を問題とした。 
 
7.6 福音主義論争 
 洗礼を受けた浸礼教会の説教に不満を持っていた吉野は海老
名弾正の自由主義的神学、「キリスト降世の目的は人類を導い
て神人合一の境涯に至らしめること」という合理主義的なキリ
スト理解に共感し、浸礼教会を脱して組合教会本郷教会に転じ
た。当時、本郷教会は「書生の教会」と呼ばれていた。 

 
海老名弾正 (1856‒
1937) 
 

 
7.7 在外研究 
 1905(M38)年、大学院で研究を続けていた吉野は、袁世凱の
息子の家庭教師を依頼された。天津、瀋陽に三年間滞在後帰国
し、東京帝国大学の助教授を拝命した。 
 1910(M43)年 1 月、政治史および政治学研究のため、満三年
のドイツ、イギリス、アメリカへの留学命令が文部省から出た。
現地では必ず語学教師を雇い、生きた言葉を学んだ。それは異
文化社会とコミュニケーションをもち、社会を内面的に理解す
るためであった。 

 
 
 
 
 
 
田澤『前掲書』p.89-90 

 吉野は、留学を通して、キリスト教における社会活動の重要
性に目覚め、宗教と政治との奥深いつながりを認識した。また
民主政治の根底にキリスト教精神が存在していると確信するこ
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とにより、吉野の政治学には倫理的性格が根づくことになった。 
 吉野は更に民主運動を「解放」という近代政治の一大潮流の
なかに位置付けるようになった。欧米の民衆運動の周到で冷静
なあり方を知り、民衆運動のもつ政治的意義やその役割性を理
解したのである。 

 
同上 p.99-100 

 
7.8 「民本主義」の主張 
 

 
 

 吉野は『中央公論』1916(T5)年 1 月号の巻頭論文「憲政の本
義を説いて其の有終の美を済すの途を論ず」の中で「民本主義」
を主張した。それは「近代の立憲国共通の精神的根底」であり、
国民主権を意味する「民主主義」や「平民主義」とは異なるも
のであった。 

本資料 8.2～8.5、p.40
～41 参照 
 
 

 
 

吉野作造の主張 
 

・デモクラシー：新しい国家生活においては、「人間の能力を自由に
展開さすること」が最も重要な政策となる。この政策を総称して「デ
モクラシー」或いは「民本主義」と表現する。 
 
 

・純政治的要求：国民の政治への参加。普通選挙実施をめざす。 
・社会的要求：精神生活の自由と向上を図る文化政策、貧富の差をな
くし日常生活を安楽にする社会政策。社会主義も組み入れる。 
 
 

 民本主義を、民主主義と切り離したところに吉野の主張があ
り、その後の論争の中でも最も問題にされた点である。 
 

 

 宮躍る£鵡麻寿逆％グ額困り遣蜂ア製竺示拭グ賃つも妥咋びぢォ製竺液踊

浄り萌笥ゃぞォやびほ〜べオる＼寿鹸り徐咋グ爺キぶ＼£寿鹸グ剛踊ふォょぞ

ほみも韻番鵡柔り痢焔江物碧わょべり磯慌ょ春どグ秩にやだゑ寿逆％ゃぞォ〜 

 べオょる入むり畷洋とぞォ〜濯韻ょ£製鹸液踊り漁衿り問填る＃韻番鵡柔
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り逸�＆＼やだゑはや％む�エ斥入る困鵡り痢焔江物グ問填やふォはやゃぞォ〜

濯入ょ£製鹸液踊り什芹り建碇グ韻番鵡柔り磯慌ょ秩に�どはや％ふゆキぽ

賦椿糎協牲塔り寿脹ゃぞォ〜 

 £鵡麻寿逆％グはべ春欲ぼやふォ宮躍り寿脹ょる餐むり磯湊とぞみほ〜 

 韻む問る＼澱講寿鹸やだぢ沢禰麻禎困遣蜂り蕨畷ょてだも�粛糞ょ声琉び

ぢォ製竺萌笥ゃぞォやだぢはやゃぞォ〜÷入む問る£鵡麻寿逆％やだぢ糊慾

ょウエ＼毅乎紙燥寺グ蟹琵びウぢやびほはやゃぞォ〜÷べびも餐む問ょ＼宮

躍る£鵡麻寿逆％り賦圃填聖煮グ免ェでょびほ〜べオる喰択り晴鎧填ゆ紙燥

銚竜り製竺填蒜枯ゃぞォ〜べり銚竜やる＼受寂と饗寂でェり奮煮填脆刃填芥

芳グ問紫ふやだぢ�りゃ＼べり砂程ょる菰須り花馳グ打春ふォやだぢドΗフ

モ業脆刃とぞォや宮躍る降つもだほ〜 

 
田澤『前掲書』 
p.112-113

 吉野作造が思考と行動の基盤としたのは「民衆」の存在であ
った。吉野作造は「民本主義」の普遍的性質を明らかにした。
それは、弱者が強者からの物質的精神的解放を目指すものであ
った。根底に「個人の価値」を尊重するというキリスト教精神
があった。1920(T9)年頃から吉野は「民本主義」よりも「デモ
クラシー」を多用した。そこには実質的国民主権を主張する含
意があった。 

 

キリスト教と民本主義  
 

 吉野作造の民本主議論の基底に一貫して流れるものはキリスト教信
仰であり、キリスト教的人道主義の立場を基礎としているといっても
過言ではない。 
 吉野の信仰上の師である海老名弾正は、「神の前で人はすべて平等
であり、兄弟姉妹であるし、これらの人々の共同生活は真個のデモク
ラシーである」とし、デモクラシーの形成にはキリスト教的な人格主
義が必要であると説く。 
 吉野は「デモクラシーの本質は人格主義」であるとし、デモクラシ
ーの拠って立つ処の理論的根拠は人格主義にあるとした。デモクラシ
ーが徹底的に社会の各方面に実現するためには人格主義が人類の間に
生きた信念として働く事が必要である。理論はこの信念の活動力を助
けるが、活動力の本源は宗教的信仰に求めなければならない。そして
人格主義がその信仰の内容として著しく活躍しているのはキリスト教
である。 
 すべての人類を神の子としてすべての人類に一個の神聖を認め堅く
キリストに結んでいる。これほど確実な人格主義の信念がまたと世に
あろうか。故にキリスト教の信仰はそれ自身社会の各方面に現れて直
ちにデモクラシーとならざるを得ないわけである。 
 吉野はキリスト教を基礎に置く人格主義を民本主義の基底にしてい
た。吉野が展開する政治論には、必ずキリスト教的教養が組み入れら
れ、彼の人間観や価値観が導入されている。 
 選挙理論にしても「政策本位」よりも「人格本位」を主張し、その
ための「小選挙区制」を提唱する。また「すべての人間は神の子」で
あるという信仰から、資本家・労働者の階級観を超越する立場を取
る。 
 しかし特権階級には批判を続け、天皇制絶対主義機構の中枢である
軍部、枢密院、貴族院の改革を主張し、民衆政治の実現のため、普通
選挙制度、政党政治論を展開した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「デモクラシーとキリ
スト教」『吉野作造選集
第 1巻』岩波書店 
1995 年 
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7.9 朝日新聞への弾圧と浪人会との立会演説会 
 大阪朝日新聞は大正デモクラシーの先頭に立って言論活動を
展開し、特にシベリア出兵や米騒動に関連して寺内正毅内閣を
激しく批判していた。当時、世論の激しい批判にさらされてい
た寺内政権は弾圧の機会を窺っており、検察当局は大阪朝日新
聞を発行禁止に持ち込もうとした。 
 1918(T7)年 8 月、東京では「憂国の志士」を自任する浪人会
が東京朝日新聞を批判し、村山龍平社長に白昼暴行を加えた。
吉野作造は「言論自由の社会的圧迫を排す」で浪人会を批判す
ると浪人会は吉野作造に立会演説会開催を申し入れた。 

『中央公論』 
 1918 年 11 月号 

 演説会では聴衆が吉野を支持し、浪人会はこれをきっかけに
衰退した。演説会の開催は知識人や大学生たちを中心とするデ
モクラシー運動を推進する団体を形成するきっかけとなった。
歴史的にはまさしくデモクラシー気運の高まりを象徴する事件
であった。 
 

7.10 社会事業 
 東大 YMCA 理事長として、1918(T7)年、賛育会(病院)の設
立、簡易法律相談所の設立、1919(T8)年、家庭購買組合(現在
の生活協同組合の前身)の設立などの社会事業を行う。ほぼ同時
期に、神戸でもキリスト教徒の賀川豊彦が、生協の前身である
購買組合を設立していることは注目に値する。 
 

 
 

吉野作造の人間理解 
 

 人間を人間たらしめているものは何か。動物の場合、本性が本能で
あるのに対し、人間の場合、それは理想であった。人間には神という
究極の理想に向かって無限に向上する可能性がある。そして制度や環
境を整えれば、その可能性が自由に開展する。[吉野作造は]この理想
主義にもとづく人間観をもとに、生活の理想を描いた。…人間のうち
にある理想的なものが機会さえあれば無限に発達していくものだとい
う吉野の人間観が、利用者の自治を目的とする社会事業への理想を支
えていた。 
 

 
 
 
田澤『前掲書』p.165, 
199 

7.11 理想主義：普通選挙の主張 
 吉野は、理想は「民衆政治」だと断言し、民衆の経済的開発、
精神的開発を今後の政治方針とすべきとし、選挙権の拡張と選
挙区の公平なる分配を主張した。有島武郎たちと「理想主義」
を掲げ、理想主義の立場から国民主権を主張した。 
 

ウエ陸燥ょ喰だ択仇止グ糎協ゃ糎わ＼願占填ょ製竺ょ暫茄びゆとェ＼陸燥や

ふォ製竺グ社枯ふォりゃぞォ÷ぞに�ゃ�須るべオぺオ嫉流填ゆ琉錠グ穂む〜

べびも扶痴り唐琳ゃ親びだウエウど嫉顧グ誕び太ねゆとェ＼式や錠腰ょ乙ぴ

禾脱ふ�ど須樫グ娩禍ぱぷもだに〜べり娩禍グ班榎ぱぷォりと駄世建やだぢ

萌蜂ゃぞォ〜碇飢填ょ剛キオォ糎協ょてねォ駄世建ゃ＼娩禍グ洲ね試�ォ〜

÷入沢製嶋牲と陸燥填ゃぞォ÷禾脱ふォ択仇止銅止ょ狂装グぢゆとび＼識り

糎協ゃ箭キぷォりゃぞォ〜 

同上 p.167
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7.12 三一運動と五四運動への共感 
 吉野作造は日本の政治の矛盾が凝縮された朝鮮半島の現状を
つぶさに観察し『中央公論』等で朝鮮総督府の失政を糾弾、朝
鮮の人々に政治的自由を与え、同化政策を放棄せよと主張した。 
 在日朝鮮留学生たちとの日常的交流が 1916(T5)年 3 月の満
韓旅行を実現させ、吉野の朝鮮論を転換させた。吉野は日本の
植民地であった朝鮮に対する武断統治を批判した。また
1919(T8)年 3 月の反日独立運動である三一運動への共感を公に
した。三一運動を受け、原敬内閣は武断統治から文化政治への
転換を図ることになる。 
 

佐塔り貌道と誼はみもでェ＼だキイォ質寂柿亨り蛭惑る÷陀グ雪�ォり巨ょ

びも＼嫉ェ班訟ふォり容予と冥だ÷懐」り嫉顧班訟グ嫌にり黛塔と＼佐禰ゅ

オぼね嚇孔填縞梅り姑碓グ逸びも兇ォで糞でェゆだ〜 
 

「対外的良心の発揮」
『中央公論』1919(T8)
年 4 月号 

 

 1919(T8)年 5 月のパリ平和会議を契機とする反日反軍閥の五
四運動に共感を表明した唯一の日本人が吉野作造だった。吉野
は両国国民の共同提携と社会改造運動を主張､日中知識人の交
流計画を実現に移した。 
 

倉困り咳払グ遂ォや鋭ぢ示る＼禰麻須ほォや跳曾須ほォや肢縄須ほォやグ爺

キぶ＼賦圃填ょ正撚ぷェォ�ど篤凸填琉錠ゃぞォ〜ははょ狭椿ゆ意ォ斎酷り

姑陸グ現ォや鋭ぢ示と＼袖ぽ禰曾療鵡多り麻藤ょ韻窒邸頚ふ�ど親鏡畜グ塙

現ふォ示ぼカぢや鋭ぢりと勃り琉錠ゃぞォ〜 

 
「朝鮮統治策に関して
丸山君に答ふ」『新人』
1920(T9)年 4 月号 

 
 

 

森戸事件 
 

 1920(T9)年、東大助教授森戸辰男は「経済学研究」に「クロポト
キンの社会思想の研究」を発表し、それに対する弾圧がなされた。吉
野は特別弁護人を引き受けた。しかし裁判では負け、森戸は禁固刑、
大学の学問の自由を守る態度は後退した。 
 森戸は戦後「日本文化人連盟」に参加し、政府内部でも進んでいた
帝国憲法改正とは別に独自に改正作業に取り組み、鈴木安蔵や今中次
麿を加え、1945 年(S20)10 月 29 日、「憲法研究会」を組織した。 
 
 

 同年 12 月 26 日「憲法研究会」は、民間の草案としては最も早く
「憲法草案要綱」を公表した。GHQ は日本国憲法草案作成時に「憲
法研究会」の草案を採用したのである。(本資料 p.42 参照) 
 

 
7.13 関東大震災と転職 
 1923(T12)年 9 月 1 日に関東大震災が発生した。東大図書館
火災で貴重な資料を取り出そうと炎の中に二度突入を試みるが、
果たせなかった。 

 
田澤『前掲書』p.192 

 新聞を通じて根も葉もないデマが広められ、政府により軍隊
が出動させられ、激昂した民衆は武装した自警団を組織し、通
りすがりの人を捕まえ、朝鮮人だと知るや、何の罪もない人間
に暴行を与えて虐殺した。吉野はこの朝鮮人虐殺事件に憤り、
1924(T13)年 2 月、東大教授を辞職し、朝日新聞社に編集顧問
兼論説委員として入社した。 
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 それまでは、横浜の大富豪に中国や朝鮮からの留学生の学費
を出してもらっていたが、震災の打撃でその富豪がもはや支援
が出来なくなったので、自らその費用をつくるため、大学教授
の収入よりずっと待遇が良い新聞社に転身したのである。柳田
国男も同期入社だった。 
 しかし、吉野作造は朝日新聞の署名入り論説『枢府と内閣』
で枢密院の廃止を主張し、当局から弾圧を受けた。 
 

製符り元渦亀伎やびもる仇絵ぼねゃ達残ぼ〜÷蟻多鰻り嚇ょ綱ょ瀬民鰻�ゃ

グ妥秩ふォる＼社ょ嘉浄嘉霞り熊ょ豆びだ〜 
 

 起訴の可能性もあり、新聞の発行禁止を免れるため、吉野は
朝日新聞社を退社した。東大講師になったが、経済的には苦し
い環境になった。吉野は正式退社が決定的になった 1924(T13)
年 6 月 25 日に以下のように日記に書いている。 
 

 

 人世に逆境は無い。如何なる境遇に在りても 

 天に仕え人に仕える機会は潤沢に恵まれてある。 

大正十三年六月念五 吉野作造  

 
同上 p.214 

 

 逆境にあって、ますます吉野はキリスト教への信仰とそれに
基づく信念への帰依を明らかにした。大局における自らの役割
を認識し、究極における世界の進歩発展を信じていた。 
 
7.14 吉野作造と賀川豊彦の協働 
 1923(T12)年の関東大震災以前は二人はそれぞれ東京と神戸
を中心に活動していた。賀川が関東大震災救援活動のために上
京した三日後、二人は直接会い、被災者支援のために協働する。 
 吉野が各方面を奔走してかき集め寄附した千円を元手にして、
中産階級以下の人々、特に被災者たちへの低利事業資金貸付を
行う小口金融、現在の信用組合の前身である「神視社」が作ら
れた。 
 

信用組合の前身 
「神視社」 
 

7.15 死去 
 1933(S8)年 3 月 18 日、吉野作造死去。享年五十五歳。時代
と正面から向かいあい苦闘した先人の姿を見る。死後しばらく
は郷里でも吉野作造は偉人ではなかった。むしろ弟の商工大臣
をした信次が有名であった。 
 1947(S22)年、片山哲社会党内閣が実現し「吉野作造」が復
活し、古川には「吉野作造記念館」ができた。 
 

「民本主義」を旗印に
行動する知識人として
全国に知られ始めると
故郷では其の評判は悪
化した。学者としての
書斎人を期待していた
ためである。
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8. 大正デモクラシー 
8.1 大正デモクラシーの時代の流れ
 日露戦争後の 1905(M38)年から満州事変前夜 1931(S6)年 9
月までのほぼ四半世紀を指す。 
 

禰榔箭装と韻萌ょ秩だも困鵡グ禎困寿逆填街嚇塙田ょ洞椙ぷび�ほや狭ょ＼

陀萌＼困鵡り嫉潟や鵡蓄り慌浄やグ族びも嫉ェメ�ニΖポミニゆ紙燥り田垣

ょ治びほはやる輝ょ須り緑に糊ぢやはカゃぞォ〜 

吉野作造「民本主義鼓
吹時代の回顧」『杜会科
学 』 1928(S3) 年 所 収

 

 1905(M38)年、日露戦争終結後のポーツマス講和条約に賠償
金が盛り込まれなかったことへの不満は日比谷焼打ち事件につ
ながっていった。大正デモクラシーは、雑業層(人足、車夫、職
人)と旦那衆(親方、中小商店主、中小工場主)の二つの階層が参
加した民衆が構成する「帝国」のデモクラシーだった。
 
 

大正デモクラシー理解のためのトピックスとキーワーズ 
 

◯労働運動、社会主義者の活動 
(荒畑寒村、片山潜、幸徳秋水) 
 沢醒メ�ニΖビ【やる＼�塙

徒ょてだもる£沢禰麻禎困％ょ

声エ浄とみほ免竺禰麻と塾酪り

肱賊ゃる苔乙ゃどゆにゆみほは

やょ融酪びも誼はォ液道り霜胎

やゆみもだォ〜葉」ゆ柿槍ょウ

エ＼供酪り錫絵肱賊や注奨ょ苔

硬びも田垣ぱオほ液道ゃぞォ〜 
 

◯日露戦争後の領土拡大 
 1895(M28)悩拓�＼1905(M 

38)悩肉寒騨娠鵡畜禍＼1910(M 

43)悩喜困閉腰 
 

◯明治の終焉 
 1912(M45)悩 7 権 29 禰免竺

澱講烹公〜9 権 13 禰沢臓り齢

藤禰り固劉憩沢昭農籾徽伝�裁

曙諮ょ姉泌療惑〜菓問漱折

£臣％〜免竺り脆刃と澱講ょ�

�エ澱講ょ什キォ〜 
 

◯第一次世界大戦開戦 
 1914(T3)悩＼ャダ�禾造藷蓉

眼紅券�り怨困り欲析ゃ暫箭〜 
 

◯元京都帝大教授・経済学者河
上肇「貧乏物語」 
 1916(T5)悩£送苔填ゆ富房％

£微拒�寂やびもり富房％£忍

胎り研港填鰯鹿と叉日ょ富房％

り餐糞怜鋳＼濯餐り富房グ依み

ほ〜富房爺託る糞売ゃるゆに＼

斉史ょぞォやび＼春欲ゆ示緊グ

£甘緊％やふォ困課戟謁グふ�

どゃぞォや扇だほ〜 

 

◯第一次世界大戦期の社会変化 
 琉迅�晴り親ほゆビフム�や

びも洲古と錫絵ょ爽�艮�オ

ほ〜 
 

◯主婦の自覚 
 鋳竜課決グ苔場やびほ珊次

£寿斧蚤湧％掃棺〜藤式り祇蕃

る＼嘗聖る課締ょ塾示ふ�どや

だぢ�りぼみほ〜 
 

◯1918(T7)年夏の米騒動 
 箆花樫酷童ょ茄つ菓錠り檀鏡

飢ゃ挟京扶尊＼ビンΗゾ�陛り

逸り剥潜�＼博エ碩び�と恩剛

び＼禰麻街往寄ゃ然ゃ設��ぱ

オォ箆り匝試グ遂エ嘗聖と夙恥

ゃ鑓錠ア��徐ょ俺びでねほ〜 
 

◯平民宰相 原敬・政党内閣の
実現 
 1918(T7)悩 9 権 27 禰畷活声

琉 1921(T10)悩 11 権 4 禰異桟 
 

◯1919(T8)年、雑誌『改造』
創刊 
 £概賊％るはり式飢グ択蒜ふ

ォ糊慾ぼみほ〜械穿剖姫＼＃諮

閃グ縁つも＆ゃ沢斌グ此仏びほ

寿須幸とフΖ�ゃ父業栢道グ剛

ぢ戟古グ彬に〜娠蒔校と励グ竜

びゆとェ栢蒔グ爽ケぼ〜 
 

◯地域の文化活動  
 1921(T10)悩＼祉鵡り綬ょウ

みも察ェオほ嫉寿業院亀伎£申

覇嫉融沢葛％と地斉び＼洪�み

ほ〜疎困り破舵籍悩と爽心びほ

序り柄禍＼業院栢道ゃぞみほ〜 
 

◯北原白秋が文部省唱歌を批判 
 氏ゅ�グ繋ょる�も菰聖グ伊

ふォや嫉融葛鴛(運酢�や氏)＼

免誠葛鴛(絶淫箆宮)＼柄禍葛鰻

(戚舵衣察)ェと沢醒嫉融業院グ

田垣びほ〜 
 

◯韓国独立運動 
 1919(T8)悩 3 権 1 禰＼餐韻液

道�り遣陛啄ょウォ池伊〜宮躍

る液道ょ狭簡グ稀ぷほ〜 
 

◯全国水平社結成 
 1922(T11)悩 3 権 3 禰＼微妻

辺幅藍芥芳グ問紫ふ疎困嵩僻錫

拳声〜禰麻斎序り須鹸煎糊£嵩

僻錫煎糊％と瀞�浄のェオほ〜 
 

◯植民地統治論  
 濯韻識晴鎧沢箭光る£蕗痴鐙

竺％でェ£柄禍鐙竺％�妬翰び

ほ〜沢葛ゃ�娠鵡製皐葛と号ぴ

ェオほ(痘恭禎困沢葛＼親奴互

烏賊〜光年と柳畷姑瀦預)〜 
 

◯関東大震災 
 1923(T12)悩 9 権 1 禰佼曽 11 

式 58 糞 M7.9 鋳臆妓場拓畜諏

決り笥と薪エ先オ美わ伺みほ〜 

 韻符和源 3,404,898 須と微冴

び ほ 〜 諮 寂 91,344 須 ＼ べ り

畷＼峨冴ょウォ�りと 75,953
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須〜春結小寂と 52,084 須＼剛

萌扶免寂と 13,275 須〜痘恭り

祉確畜り 44�と紹縞びほ〜 

 £跳曾須と毅乎％りメ�と竜

ぱオ＼6,000 須グ縁つォ跳曾須

と究桟ぱオォ〜究桟と誼どほり

る鴻穿衆舗ゆゅ跳曾須や慎グ狂

腰ふォ畜蔭ょ駄でみほ〜 

 
〇『女工哀史』 
 崎淫鷲気俗＼1924(T13)悩頬

節校錠りΘ�グ珊次＃概賊＆ょ

塙蒜＼莱悩綻剛麻やびも概賊錫

でェ棺剛び＼貯問グ来わほ〜 

◯世界恐慌 
 1929(S4)悩 10 権 24 禰＼£異

恨り籾羊禰％〜箆困ゃ勘り沢貌

藍と誼はエ＼ゾ�Ηデ疎塘ょ縞

緊や富叉と洪とみほ〜 

 晶鱗駄気入＼墾支ぱオォ浪萄

寂グ慧束やびも彬だほ＃蛙校

然＆塙蒜光＼塙矩女糞グ洲ね＼

1930(S5)悩ょ扶鶏昨ゃ蔦層〜 

 1930(S5)悩る剖察ゃ箆花る珂

藍＼莱悩ょる矯察菊饉＼痘釦畜

萌り破舵グ鋳臣ょ凝皇る麻樫禍

び＼鳴り迅博エ亙と�ほ〜 

 佳匂ゃる£ベム�畜懇％や誇

れオォ仕職と田垣びもだほ〜ベ

ム�る菊饉式り眉飾晋やぱオォ

と＼裕寅声糞グ嬉�＼沈陸と扶

粛糞ゆやどょる鮒鍔ア嘛途グ呪

ど誼はび諮ょ字ォはや�ぞォ〜 
 

◯民本主義 
£ 鵡 麻 寿 逆 ％ る £ 琉 遣 ％£ 遣

製 ％ ゆ ゅ り 向 や 狭 ょ demo-

cracy グ降参びほ親賊向やびも

踊だェオもだォ〜はり向る額須

額葉ょ踊だェオ＼るみどエやび

ほ碇逆とゆでみほ〜 

8.2 吉野作造の民本主義 
 吉野は『中央公論』に百頁を超える論文を発表した。成熟し
た国民の存在を前提とした上で、「立憲政治」という憲法を以
ってする政治について論じ、その立憲政治の根本に民本主義を
置く。吉野は民本主義を「一般民衆の利益幸福ならびにその意
向に重きを置くという政権運用上の方針」と定義した。 

1916(T5)年 1 月号、本
資料 p.34 以下参照 

 吉野は民本主義を democracy の訳語とする。もう一つの訳
語「民主主義」は「国家の主権は人民に在り」というもので、
君主国日本には相応しくないとして斥ける。吉野は民本主義を
主権の存在ではなく、主権の運用の概念とした上で、政治の目
的を「一般人民の幸福」に置き、政策の決定は「一般人民の意
向」によるものとした。 

 
立憲君主制下の 
主権の運用の概念 

 「主権」が天皇にあることを前提とし、「人民のための」政
治、「人民の意向」を重視する政治として、民本主義が提唱さ
れた。民本主義とは、「国民」を基点として、立憲君主制下、
大日本帝国憲法の運用によって政治及び社会の改良を図る議論
であった。 
 

8.3 民本主義への批判 
 民本主義の歴史的な評価が揺らぐのは、内政的には自由主義
を主張しているが、それが国家主義と結びつき、対外的には植
民地領有や膨張主義などを容認し、帝国主義とのきっぱりとし
た態度がとりにくいためである。いわば民本主義は一国デモク
ラシーであった。日露戦争後、台湾や南樺太の植民地化がなさ
れ、韓国併合がなされた。 
 

残穿ょウオれ＼メ�ニΖビ【やる柿亨胴装グ汎ぢ�りゃぞみほ〜鵡寿寿逆り

陶丹グ藤疏寺ふォ琉錠でェふオれ＼宮躍り寿脹る治麻課柿亨りほ�り £ヰ

ΘピΔゾ鵡寿寿逆％ぼや痴昨ぱオほ÷困課寿逆寂でェり罷版ょ苔びもる÷乙

つォ韻萌ゃ＼残穿ア沢制り罷版ょ苔びもる＼鎚占乙踏びもだゆだ〜÷宮躍嫉

迅る＼�びカ錫絵寿逆ア冥製符寿逆ょぞォ宗り腎喰簡グ縫だもだほ〜べびも

宮躍ゆエり萌蜂ゃ陸芥び喰めはぢや時�もだほりゃぞォ〜 

 
 

田澤『前掲書』p.120-
121。大杉栄「盲の手
引きをする盲-吉野作
造の民主主義堕落論」
『文明批評』1918(T7)
年 2 月、山川均『社会
主義の立場から-デモ
クラシーの煩悶』三徳
社 1919(T8)年 6 月 
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8.4 大正デモクラシーの限界
 日露戦争後の都市民衆騒擾をきっかけに民本主義の潮流とし
て台頭した大正デモクラシーは第一次世界大戦とロシア革命、
米騒動により加速し「改造」の動きを生み出した。 
 雑業層や旦那衆、労働者・農民、或いは女性、被差別部落や
植民地の人々がそれぞれの立場からアイデンティティを掲げ、
社会変革を訴えた。 

成田龍一『大正デモク
ラシー  ̶ シリーズ 日
本近現代史 4』岩波新
書 2007 年 p.237 

 こうした動きにより 1925(T14)年、大正デモクラシーの二大
政治目標で成立していた議院内閣制と残りの一つだった普通選
挙が実現したが、抱き合わせに「治安維持法」が姿をあらわし、
普通選挙法と治安維持法によるいわゆる「1925 年体制」が創
出される。 

 
治安維持法 
普通選挙法 

 1931(S6)年 9 月、広東軍が引き起こした柳条湖事件に端を発
する満州事変は、大正デモクラシーの転換を促した。吉野作造
は新聞論調が「一律に出兵謳歌」に傾いていることを批判して
いる。満州事変は、日本社会の対立を先鋭化させる傍ら、対立
と対抗の存在を解消し、消去してしまう論調を作り上げた。大
正デモクラシーの限界であった。 
 

柳条湖事件 
満州事変 
 

8.5 鈴木安蔵を通じて戦後の日本国憲法へ 
 

 
鈴木安蔵『憲法学三十年』評論社より 
 

 吉野作造の唱えたデモクラシーの政治思想そのものは、その弟子、
鈴木安蔵が執筆した「憲法研究会」案を通して、戦後の日本国憲法へ
と受け継がれていった。 
 京都大学で河上肇の教えを受けた鈴木安蔵が、1933(S8)年 1 月 8
日と 3 月 5 日の二回にわたって、吉野作造を訪問し、憲法研究の教え
を請うた。鈴木は栗原基の長女俊子の夫であり、栗原の紹介である。
鈴木は治安維持法違反で二度の投獄を経験していた。 
 鈴木は吉野の影響を受け、吉野の示唆に従って憲法研究を進め、
「憲法研究会」を主宰した。敗戦後 GHQ は、新憲法制定の際、鈴木
が起草した「憲法研究会」案が最も自由主義的であると評価し、草案
は新憲法制定の基礎になった。この意味で吉野のデモクラシーの思想
が新憲法にも大きな影響を与えたのである。 

 
鈴木安蔵(1904-1983) 
憲法研究会 
 
 

 
 

 

吉野作造への献辞 
 

 鈴木安蔵が以下のように、1933(S8)年 6 月に公にした「憲法の歴
史的研究」で吉野に対する献辞を述べている。 
 

 研究を大成させることによって…先生の理論的遺産を継

承し発展せしめることを念願する。 

1933.3.18 鈴木安蔵 
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9. メリー Ｄ. ジェッシーと尚絅女学院 
9.1 女子高等教育のヴィジョン 

 
 

 メリー D. ジェッシーは、米国ヴァージニア州エッピングフ
ォレストの農場主の家に、十一人兄弟の長女として生まれた。
生家の建物は、米国初代大統領ジョージ・ワシントンの母方の
実家から譲り受けたものであったという。ミズーリ州立大学で
地質学を専攻、学生ヴォランティア活動に参加したことがきっ
かけで、宣教師になろうと志した。 

 
Jesse, Mary Daniel 
(1883.11.16‒1968.5. 
12) 

 高校と大学の教員免許を得て卒業し、さらに物理学を修め、
1912(M45)年に WBFMSW の宣教師として尚絅に赴任した。そ
の後、1917(T6)年、米国に戻り、コロンビア大学で宗教学の修
士号を取得し、1919(T8)年に再び尚絅に戻った。 
	 同年 8 月、ジェッシーは、ブゼルの後を継ぎ、第二代校長に
就任することになった。 
 それ以前、1910(M43)年に女学校としての正式認可を受けた
後、尚絅には更に家政科を中心に上級学校を作る構想があった。
しかし 1918(T7)年、アメリカン・バプテストを含む七教派が
中心となって東京女子大学が設立されることになった。このた
め、尚絅には、これと競合しないように、大学進学準備課程で
もある三年制の高等科を設置することになった。1921(T10)年、
高等科(英文科、家事科)の設置が認可され、六十一名が入学し
た。1922(T11)年には音楽科も設置された。 
ジェッシーは、教育方針として「平和教育」を採り入れた。

彼女は尚絅の教育の目指す「平和」について、「猜疑、略奪、
残忍の中の平和」ではなく「キリストの平和」であり、各国が
こぞって研究すべき「新しい科学」であると捉えている。当時
としては先駆的な取組みであったと思われる。今日でも、平和
教育は尚絅の一つの伝統となっている。 
 

 

平和の意義について 
第一次大戦の「平和条約」締結(1918 年)を記念して 

メリー Ｄ. ジェッシー 
平和という言葉は人の注意をひく美しい言葉であります。その平和

の訪れを聞いたとき、世界の人々は歌いつつ行列をして大喜びをした
のです。それは今より四年前、すなわち 1918 年の今月今日でありま
した。 
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…私共の平和は、キリストの平和、正義、道徳的の平和でありま
す。猜疑、掠奪、残忍の中の平和ではありません。今日、本当の平和
がないのは、我々がキリストの精神を受けていないからであります。 
… どこの国も、軍のために莫大な金を使って惜しみませんが、平

和のためその百分の一の半分も金を費やしていないのは、本当の平和
というものを考えていない証拠であります。平和はたしかに一つの科
学であります。しかし、どこの学校でも、また教科書の中でも平和に
ついて教えておりません。今後各国は、挙って研究しなければならぬ
「新しい科学」なのです。いかにしてこれを学ぶべきか、これは皆が
考えて行かねばならぬ問題です。平和の根本問題は兄弟の愛をもって
互いに愛する事で、交際も商事もそれに従属して行われねばならない
ものであります。 

1922(T11)年 11 月 11 日 
 

 
 

 1923(T12)年 9 月 1 日、関東大震災発生。尚絅でも全生徒が
捜真女学校(アメリカン・バプテスト、横浜市)など被災地の生
徒のための寄付や、縫い物や編み物をして支援した。 

この頃吉野作造も被災
者支援に奔走していた。
本資料 p.38 参照 
 

 当時、女子の高等教育機会が乏しかったこともあり、尚絅は
多くの志願者を惹きつけた。1922(T11)年に設置されたばかり
の音楽科が 1924(T13)年の終わりに廃止されたが、狭い校舎に、
より多くの学生を受け入れる必要に迫られたことも一因であっ
たと思われる。この年 1919(T8)年に開設されたばかりの幼稚
園も閉園されている。しかし音楽科廃止後も、一般生徒に対し
て行われていた尚絅の音楽教育は、収容限界を超えるほどの本
科志願者を惹きつけるプログラムだった。 
 
9.2 過労 
 1924(T13)年 9 月、ジェッシーは休暇で帰米する。ジェッシ
ーは、幼稚園から高等科(ジュニア・カレッジ)までを含むキャ
ンパス構想を描き、休暇を利用してそのための資金集めをしよ
うと決意していた。だが、日露戦争の後、第一次世界大戦とそ
の後の不況、そしていわゆるモンロー主義の下で、米国の対日
感情は、すっかり冷めたものになっていた。そうした中で募金
活動が難渋を極めたことは想像に難くない。しかも、ジェッシ
ー本人が健康を害し、大きな手術を余儀なくされることになっ
た。 
 これらの多くの障害にもかかわらず、彼女は遂に 1925(T14)
年秋、インディアナ州バプテスト教会連合から五万ドルの寄付
の約束を取り付けることに成功する。 
 こうして 1926(T15)年秋に帰国したジェッシーは、早々から
校務に忙殺されることとなった。尚絅では、ジェッシーのたっ
ての勧めで 1924(T13)年から校長代理を務めていた川口卯吉が、
1926(T15)年 2 月から校長に就任していた。しかし WABFMS
は宣教師が方針を決めて指導することを期待し、川口校長以下
日本人スタッフも、あらゆる運営会議に彼女の出席を求めた。
高等科新校舎建設のための米国での資金集めも予定通り進まず、



メリー D. ジェッシーと尚絅女学院 

 44 

こちらの方の対策も求められていた。 
 1927(S2)年 11 月、ジェッシーはついに過労で倒れ二ヶ月間
仙台を離れ静養せざるを得なくなった。 
 1928(S3)年 2 月に復帰するが、1931(S6)年には米国に残して
きた母親の健康状態が悪化し、休暇を利用して帰国した。とこ
ろが、宣教師派遣母体である WABFMS の財政悪化などから、
休暇が終わっても日本に戻れなかった。そこで、ジェッシーは、
アメリカの南部バプテスト連盟の力を借りて、三年契約の英語
教師として西南女学院(現在の西南女学院大学、北九州市、旧小
倉市)に赴任するという形で、1934(S9)年に日本に戻った。 
 1935(S10)年には川口校長が辞任、安藤謙助が校長に就任し、
「学校更生五カ年計画」を発表した。当時尚絅は財政難に陥っ
ていたが、やはり財政的に厳しい状況にあった WABFMS から
の自立を目指し、独立期成後援会を結成して募金活動を強化し
ていく。 
 1936(S11)年 2 月、遠野から仙台に戻っていたブゼルが召天
した。ジェッシーは 1937(S12)年 7 月、病気の母親を見舞うた
めに再度帰米するが、母の勧めに従って、1938(S13)年 5 月、
再び尚絅に戻る。その時には既に日米関係は極めて厳しいもの
になっていた。 
 

 

合併の危機 
 

 1933(S8)年、WABFMS は、海外諸国の重い財政負担を逃れるた
め、尚絅と宮城女学校(現宮城学院、米国ドイツ改革派)の合併を提案
した。しかし、関係者の合意は得られなかった。両校それぞれの伝統
は、既に確固たるものとなっていたのである。 
 二つの高等科を廃止する案も出された。東京女子大と重複している
と見られたのである。しかし、これも実現しなかった。高等科の存続
を可能にしたのは、草の根レベルで始まった独立基金積み立て運動の
成功であったということができる。 
 目標額 10 万円が集まったのは安藤校長の死後の 1940(S15)年だっ
た。予想より二年早い目標達成であったが、その時には、日米開戦ま
であと一年に迫っていた。 
 

 
9.3 キリスト教や西洋文化の敵視 
 戦争の危機が迫る中、在日宣教師はそれぞれ、母国に帰るか、
日本に留まるかの選択を迫られていた。世の中の風潮としては、
キリスト教会や西洋の影響を受けたあらゆるものが激しく敵視
されるようになっていた。しかし、個々の宣教師の働きを知る
多くの人々は、政治的なこととは切り離して、宣教師たちに対
して、それぞれの立場で可能な限り誠実に接していた。 
 

1931(S6)年満州事変 
1933(S8)年国際連盟脱
退 
1937(S12)年盧溝橋事
件、日中全面戦争開始 
1938(S13)年国家総動
員法公布 

9.4 ジェッシーの米国帰国 
 ジェッシーは、日本に留まることを願っていた。しかし、
1941(S16)年 4 月、休暇を期に帰国した後、両国は戦争に突入
し、結果的に不在は六年間にわたった。 

1941(S16)年 12 月 8 日
太平洋戦争開戦 
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 ジェッシーはヴァージニア州で教師の職を探したが親日家と
見られ、職を得ることが出来なかった。彼女は「わたしは仕事
を得るために、友人たちを裏切ったり、不忠実であることは出
来ません。日本人に関する仕事につくことをわたしは願ってい
ます」と語り、1943(S18)年、アリゾナ州日本人抑留キャンプ
の教師職に就いた。 
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10. 戦時中の尚絅 
10.1 日本的キリスト教への傾倒 
 1930 年代になると、ごく一部を除いて日本のキリスト教会
は、次第に政府の戦争目的に追随し、やがて積極的に協力する
ようになっていく。また、天皇制に妥協し、皇道精神にキリス
ト教を矛盾なくすり合わせようとする日本的キリスト教へと傾
いていった。 
 

スティブンス, ロバータ
L. (河内愛子訳)『根づ
いた花 ̶ メリー・D・
ジェッシーと尚絅女学
院』 キリスト新聞社 
2003 年 p.148 

 
 

三教会同・日本基督教団結成 
 

 1912(M45)年 2 月、三教会同が招集された。 
 三教会同とは、「日本の神道，仏教，キリスト教の各派が集って，
国民道徳の向上のため協力を約した会合。内務次官床次竹二郎が提唱
したもので，政府の企画，後援によって実現した。床次は，ヨーロッ
パにおいて宗教が大きな社会的感化力と指導力を発揮していることを
知り，日本においても宗教の力を借りて危険思想を防ぎ，社会秩序の
安定をはかろうとして，広く宗教界に呼びかけた。1912 年 2 月 25
日華族会館で行われた会同には，神道 13 派代表 13 名，仏教 14 宗
代表 50 名，キリスト教からは，メソジスト，組合教会，バプテス
ト，日本基督教会，聖公会，天主公教(カトリック)の各代表が出席し
た」。(ブリタニカ国際大百科事典より) 
 
 1941(昭 16)年 6 月、国策として日本仏教教団と日本神道教団に並
んで日本基督教団が結成され、プロテスタント諸教派が合同した。 
「…その後欧米教会諸派が移植せられ、その宣教が国内全般に発展す
るにともなって、教派の数もとみに増加するようになった。これと共
に他方各派の間にしばしば合同の議が生じ、海外における教会合同運
動の刺激もあって、ついに全福音主義教会合同の機が熟するに至り、
たまたま宗教団体法の実施せられるに際し、1940(昭和 15)年 10 月
17 日東京に開かれた全国信徒大会は、教会合同を宣言するに至っ
た。これに基づいて 30 余派の福音主義教会が、翌 1941(昭和 16)年
6 月 24 日および 25 日の両日富士見町教会に開かれた創立総会におい
て、…本教団は成立したのである」。（日本基督教団HPより） 
 

 
10.2 翼賛体制下のキリスト教主義学校 
 このような動きについて、尚絅の宣教師はどう考えていたの
だろうか。スティブンスは次のように述べている。 
 

梢絅るはオ�ゃ�＼ゅケゆ困皐ょ�瀦社ゆ葛考やびも築ェオもどほ〜煎業私

ほぽ�べオグ撚�もどほ〜碑嘗ほぽる禰麻り困鵡ょ昂簡グ鹿ぽ＼困課刃篤り

肴祀音やびもゃるゆに＼困課り愁津やびもり澱講グ打鶏びもだほ〜1912 悩＼

免竺澱講沢臓り式＼講兇りぞォ痘恭ょ慌でみも去醸沃培ふォはやぱつ＼煎業

私ほぽと爺託や簡ぴォはやるゆでみほ〜困胎＼困皐�り瀦斥るドΗフモ業り

恥胎ょるゆぴ�ゆだ＼やだみほ妓鹿ぽグ煎業私ほぽる現ぷゆでみほび＼嫉糞

ほぽり剛道や刃篤グ拳わむね�びゆでみほ〜 
 

スティブンス、『前掲書』
p.149 
 
宮城遥拝 

 1940(S15)年は皇紀 2600 年奉祝の年であり、「大政翼賛会」
が結成された。国民や民間団体の活動に対し、軍部の締め付け
が強化されていった。 

大政翼賛会 
 

 仙台のキリスト教主義学校の校長も、県当局に集められ、天
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皇と皇后の写真を目立つ場所に置くように指示された。尚絅で
は扉で開閉する奉安庫を作り、校長室に置いた。 
 さらに、8月には県庁から学校に三つの要望が伝えられた。 
 

 

1 礼拝その他の集会の前に全員が国旗に敬礼、国歌斉唱、宮城遥拝
を行なうこと。 

2 未だ天皇の写真を奉載していない学校はそれをなすべきこと。し
ない場合は法的に罰せられる。 

3 聖書を教えることは差し支えないが、正規の学科として教えては
ならない。 

 

 1941(S16)年 4 月の入学式では、新入生は、彼女たちにとっ
て学校行事としては最初で最後となる校歌を歌った。宗教色を
出さないよう、その後の行事では校歌を歌うことは自粛するこ
ととされたのである。 
 同年 12 月 8 日の真珠湾攻撃を皮切りに、日米は戦争状態に
入る。この日まで尚絅に唯一とどまっていた宣教師アリス・ビ
クスビーは、翌日拘束され、元寺小路のカトリック教会内に作
られた収容所に入れられ、1942(S17)年 6 月、交換船で米国に
帰国した。 
 1943(S18)年 4 月、「仙台尚絅高等女学校」と改称、これを機
にそれまで使っていた漢字を正式に改め、「尚綗」を「尚絅」
とした。朝の礼拝も聖書の授業も打ち切られたため、その後の
入学者の多くは敗戦まで、ほとんど「仙台尚絅高等女学校」が
キリスト教主義の学校であることを知らずに過ごしたという。 
 教科の学習はしだいに農作業や保育所の手伝いなどの勤労奉
仕に置き換えられ、やがて勤労動員により、生徒たちは、県内
各地や遠くは横浜茅ヶ崎の工場で働くことになった。1945 
(S20)年 4 月からは、すべての授業が停止された。 

1945 年 4 月 2 日の高
等女学部卒業式は東京
計器茅ヶ崎工場で行わ
れた。 
 

 1945(S20)年 7 月 10 日、米軍 B-29 による仙台空襲が行われ、
被害は被災戸数 11,933 戸、死者 2,755 人に達した。尚絅は市
の西はずれに位置していたため、寄宿舎が全焼した他、被害は
少なかったが、焼け出された生徒たちは市の内外に離散した。 

『仙台市戦災復興誌』
仙台開発局 1981 年 
 

 
10.3 尚絅らしさの保持 
 学業、課外活動すべてが崩壊していった時代に、かろうじて
持ちこたえることができた「尚絅らしさ」は、音楽と日曜学校
であった。 
 1944(S19)年まで校内リサイタルが春、秋年二回行われてい
た。またテノールの藤原義江、ヴァイオリンの辻久子など当代
一流の演奏家を招いて演奏会が行われた。 
エラ・オー・パトリック・ホームの一室で十人足らずの生徒

を集め、敗戦のその時までたった一人で日曜学校を守ったのが、
音楽教師佐藤みさをだった。それはブゼル、ジェッシーの精神
を守ることを意味した。微かな声ではあったが、最後まで祈り
と聖書と讃美歌が存在したのはこの場所であった。 
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佐藤みさを 
 

 1888(M21)年 8 月 10 日仙台市生まれ。伊達藩代々の漢学者の家に
生まれるが、事情あって母と祖母に育てられ、生活は困窮。1897 (M 
30)年 4 月、八歳で尚絅の寄宿生、1903(M36)年尚絅女学校入学、仙
台浸礼教会にて受洗。1908(M41)年卒業後、ブゼルの指示により四年
間音楽を学ぶ。1912(M45)年から 1955(S30)年まで 43 年間、尚絅の
音楽教師を務めた。その後も十数年間、尚絅女学校の課外ピアノ教師
を務めた。みさをは、和服の似合う、おしゃれで美しい先生で、生徒
たちの憧れの的であったという。 
 1927(S2)年から 1932(S7)年まで尚絅同窓会長。1961(S36)年から
三年間、尚絅女学院評議員。女学生時代から 1960 年代前半まで、日
曜学校教師、校長を務めた。 
 第二次世界大戦中、特に後半には礼拝も聖書の授業もなくなり、讃
美歌や宗教音楽は禁止された。そのような状況の中で、「授業、文芸
会、校外の演奏会のプログラムには、かろうじて音楽性の感じられる
時局に添う歌を選び、その間に西洋古典の名曲をもぐりこませた」と
いう。また、学期末のリサイタルを 1944(S19)年まで継続し、課外で
レッスンを受けた生徒が様々な名曲を全校生徒の前で披露した。 
 佐藤みさをはエラ・オー・パトリック・ホームで 1919(T8)年に開
校した尚絅日曜学校を、隠れキリシタンのように守り続けた。生徒は
減る一方で、1945(S20)年 6 月には最後の一人となった生徒も勤労動
員で出席できなくなったが、8 月に戦争が終わると 350 人もの生徒が
押し寄せるようになった。1983(S58)年 12 月 1 日、早坂愛生会病院
にて永眠。享年九十五歳。晩年まで、みさをを慕うかつての教え子を
はじめ多くの人々の訪問が絶えなかったという。  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
佐藤みさを 

 
小野寺正美（短大英文
科 2 期生、内ケ崎作三
郎の孫）によれば、尚
絅の学生寮では、禁止
されたはずの讃美と祈
りの時が、夕拝という
形で秘かに守られてい
たという。（小野寺正
美、「尚絅女学院に学
んだ同窓生の回顧と願
い」尚絅学院同窓会編
『むつみのくさり』復
刊第 11 号 2015 年所収、
p.68） 
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11. 戦後の尚絅 ー 根づいた花 
11.1 転がる石に苔は生えない 
 1947(S22)年、戦後仙台に戻った最初の宣教師はジェッシー
であった。既に六十五歳で体調も十分ではなかったが、彼女は
さっそく活動を再開した。学校の再建に加え、戦争被災者や満
州から引き揚げてきた卒業生の援助にも努力を惜しまなかった。 
 尚絅は 1948(S23)年、校名を「尚絅女学院」と改称し、1949 
(S24)年から 1952(S27)年までジェッシーが学院長を務めた。そ
して、新しい学校制度のもとで、短期大学としての歩みを始め
ることとなった。 
 「転石苔生さず」(てんせきこけむさず ”A rolling stone gath-
ers no moss.”)という昔から伝えられている諺がある。英国で
は「頻繁に転職したり行動を軽々しく変えたりする人は、結局
成功しない」という譬えとされているが、米国では逆に、「じ
っとしていると古びて使い物にならなくなってしまう、常に積
極的に行動し、時代の変化に即して進歩すべきだ」という意味
で用いられることが多い。数年に及ぶ戦時体制の下で、尚絅は
試練の時代を沈黙のうちにじっと耐え続けてきたが、ついにこ
びり付いた苔を振り払って動き始める時を迎えたのである。 
 

 

ジェッシーの尚絅の教育に対する信念 
 

   [決して教育の学問的水準の高さを軽んじているという意味ではあ
りませんが] 私たちは知的訓練以上のものが必要であること、本の知
識以外のものが劣らず重要であると強く感じております。磨かれた知
力が必ずしも高潔な人格を作るとは限りません。知識を行動に移さな
ければならない。…人生を意味あらしめ価値あらしめるには、極めて
強力で誠実な関心 -中核- を持たなければなりません。その大きな中
核とは「神」です。 

1950(S25)年 11 月 
尚絅女学院短期大学開学記念式典式辞 

 

 
11.2 根づいた花 
 『根づいた花―メリー・Ｄ・ジェッシーと尚絅女学院』の著者
であり、自身も最近まで尚絅の宣教師であったＲ.スティブンス
によれば、ジェッシーは、すべての人々に判断の基準をしっか
りと育てるよう促した。彼女は、フィリピの信徒への手紙 4:13
の「わたしを強めてくださる方のお陰で、わたしにはすべてが
可能です」の聖句を好んだという。彼女は、例えば校舎建設の
ための募金活動が行き詰まった時のように、人間の力では乗り
越えることが不可能と思われる局面を、自分の意志や力によら
ず、神の意志と導きによって乗り越えるという、一つの「行動
のモデル」を示した。 
 ジェッシーの結論は、「尚絅は、時代の流れによって枯れて
しまうような根のない花ではなく、キリスト教というしっかり
とした根を持ってきて、生徒の心に深く植えることで、使命を
果たさなければならない」というものであった。彼女は四十年
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の働きの間、信仰に根づいた花を尚絅に咲かせようと努めた。
スティブンスは、「今すべての人が問い直すべきは、花の根が
生き続けているか、ということである」と問いかけている。 
 
11.3 短期大学の整備 
 1950(S25)年 4 月、齊藤久吉理事長、ジェッシー院長・学長
の下、英語科と家政科二学科編成の「尚絅女学院短期大学」が
スタートした。1952(S27)年、家政科が栄養士養成施設に指定
された。 

当時、仙台市内の栄養
士養成施設指定校は、
本学と東北大学農学部
生活科学科の二校のみ
だった。 

 1952(S27)年 4 月、ジェッシーが院長・学長を辞任し、創立
六十周年行事の中で送別会が行われ、7月に帰米した。 
 

 

齊藤久吉の経歴 

 
 

 齊藤久吉は、1930(S5)年 4 月、大阪から塩釡教会牧師に就任、
1937(S12)年、尚絅女学院理事、1951(S26)年、財団法人から学校法
人となった尚絅女学院の初代理事長、1963(S38)年から 1975(S50)年
まで十二年にわたり理事長・院長を(1963 年から 70 年までは学長も)
兼務して尚絅を支えた。 
 この間、齊藤久吉は、当時の農村の窮乏を見て農村伝道に取り組み
1932(S7)年には利府伝道所を献堂、同会堂を用いて農繁託児所、農民
福音学校、聖農学園を設立して伝道者の養成に努めた。1972(S47)
年、仙台基督教育児院理事長に就任、1986(S61)年、ありのまま舎社
会福祉法人化に伴い、初代理事長就任、2006(H18)年 12 月没。 
 

 
 1955(S30)年には保育科が開設され、翌 1956(S31)年、附属
幼稚園が設置された。東北・北海道で幼稚園の二級普通免許状
を受けられる機関は、当時他になかった。他方、英語科は入学
者減少により 1958(S33)年度以降募集を停止した。 
 
11.4 展開期 
 1960(S35)年、捜真女学校(アメリカン・バプテスト、横浜市)
校長に就任した千葉勇の後任として西南女学院(米国南部バプテ
スト、北九州市)の院長だった吉井正敏を院長・学長に迎えた。
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吉井は同年 11 月、四年制大学設置、中高一貫教育、学生数三
千名、校舎の移転整備などを内容とする必要経費五億円の「拡
張十五ヶ年計画」を発表する。また「尚絅女学院後援会」が設
立された。 

吉井は熊本県出身。東
北帝国大学地質学科学
生の頃ブゼルのバイブ
ル・クラスに学んだ。
1963 (S38)年 3 月急逝 

 

 1963(S38)年、吉井正敏院長、後に学長となる島田正雄副学
長(当時)、伊藤昌子教授の努力により「尚絅音楽教室」が、桐
朋学園大学音楽部附属音楽教室との提携の下で設立された。 
 1967(S42)年、英文科が再び設置され、荒巻(中山)に新校舎が
落成、翌 1968 (S43)年には保育科も移転した。家政科は引き続
き八幡校舎で教育研究を続けた。 
 1968(S43)年 5 月 12 日、名誉院長ジェッシーが米国で逝去
した。折からジェッシーの再三の招きを受けて米国を訪れてい
た三島かほるが遺骨を持ち帰り、遺言により北山墓地のブゼル
の隣に埋骨された。 
 
 

三島かほる 
 

 1903(M36)年 1 月 15 日仙台市生まれ。1915(T4)年尚絅女学校入
学、1920(T9)年卒業後、神戸女学院大学部英文科に進学。1924(T13)
年卒業後尚絅女学校に英語教師として奉職。1928(S3)年結婚のため退
職するが、1934(S9)年理事に選任され、その後理事として三十年、更
に監事として四年間学校の運営に携わる。  
 1947(S22)年尚絅同窓会長に選任され、前後十八年間会長を務め
た。戦後の厳しい時代に、同窓生有志と共に、生活必需品などをリヤ
カーに積んで、仙台市内の生活困窮者の集まる地区に運び、無料で配
っ たり廉価で販売したりした。また 1960(S35)年、後援会設立にあ
たって副会長に就任、その後、二十六年間後援会活動に従事した。 
 1948(S23)年の仙台 YWCA 創立時には、創設委員を務め、後には
会長も務めた。1987(S62)年 6 月 9 日、夫君三島保の後を追うように
して永眠。享年八十四歳。 
 

 
11.5 名取キャンパスへの統合移転 
 この頃、短期大学家政科、保育科、英文科は多くの志願者を
集めていた。1977(S52)年 4 月、木村和彦が学長に就任し、
1978(S53)年四年制大学設置を含む「尚絅女学院短期大学今後
のビジョン」七項目を発表した。1979(S54)年、「将来計画検
討委員会」が設置された。1983(S58)年には名取市への統合移
転、四年制大学の設置等からなる「尚絅女学院の建設構想」が
発表された。 

 
 
1979(S54)年、短期大
学尚学会が父母教師会
から分離して誕生した。 

 1989(平成元)年、名取キャンパス第一期工事が完成し、二十
年来の懸案であった統合移転が実現した。短期大学には家政科、
保育科、英文科に加え、人間関係科が新設され、四学科体制と
なった。 
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11.6 尚絅学院大学の誕生と発展 
四年制大学設置はジェッシーのジュニア・カレッジ構想、吉

井の学院拡張十五ヶ年計画以来尚絅女学院の長年の懸案だった。 
 1992(H4)年をピークに十八歳人口が減少する中で、1999(H 
11)年、深田寛理事長と大崎節郎学院長が就任し、四年制大学
設立に向けた動きが本格化する。「尚絅女学院募金事業」が開
始され、2002(H14)年 4 月大学設置準備室が発足、設置認可手
続を経て、2003(H15)年 4 月、男女共学の尚絅学院大学が開学
し、初代学長に渡部治雄が就任した。 
 法人名も「尚絅女学院」から「尚絅学院」へと変更された。
四年制大学開学時は人間心理学科、健康栄養学科の二学科体制
だった。 
 

 

総合人間科学部設置の趣旨 
 

尚絅学院大学設置申請書(2002 年)より 
 

  「本〔総合人間科〕学部は人間を「こころ」と「からだ」の統合と
考える立場から、生命活動を支える食と健康の視点からみた人間の
「からだ」の問題と、社会環境の変化に揺れ動く精神活動の主体とし
ての人間の「こころ」の問題について、一つの学部の下で、総合的に
教育研究を行うことを目的としている… 
 人間科学という言葉は、元来、人間に関してその思想や個人的及び
集団的な行動や人間のつくり出す諸事象、諸組織について研究する科
学の総称として用いられ、旧来の人文科学や社会科学よりも広い総合
的概念としてフランスで最初に使われた。日本で学部名称として使用
したのは大阪大学が最初で、学問分野としては心理学、教育学、社会
学、行動科学等の分野を包摂する総合的な科学の意味で使われ、わが
国ではそのような学問を表現する名称として定着している。 
 本学では、人間をあくまで「こころ」と「からだ」の統合として理
解し、現代社会における人間性の回復を「健康なこころとからだ」の
回復という視点から究明することを大きな課題としている。したがっ
て、人間の「からだ」「からだの健康」「健康と栄養」などを教育研
究の対象とする医学や食物栄養学などの、人間に関わる自然諸科学を
も包含し、総合性を一層高めた内容の人間科学の構築を目指す意味
で、「総合人間科学」という名称を使っている。」 
 

 
 
 
 
 
 
2002(H14)年「文化・
産業事業支援に関する
協定」名取市と締結。
2003(H15)年、オープ
ン・カレッジや市民大
学講座等の事業開始。 

 

 2007(H19)年心理学専攻、健康栄養科学専攻からなる大学院
総合人間科学研究科が設置されるとともに、総合人間科学部に
表現文化学科、現代社会学科、生活環境学科の三学科が設置さ
れ、五学科体制となった。 
 女子短期大学部生活創造学科、英文科は 2006(H18)年度に募
集停止され、2009(H21)年 3 月に廃止された。 
 

 

尚絅女学院の英文科 
 

英文科は 1920(T9)年高等科開設当初から設置され、「英語の尚
絅」と言われた時代もあった。1940(S15)年に一旦廃止、1946(S21)
年に再設置、1950(S25)年、短期大学創設と同時に英語科としてスタ
ートしたが、1958(S33)年に学生募集を停止した。1967(S42)年に改
めて英文科を設置したが、四年制大学移行時には、英文科は女子短期
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大学部英文科として残され、2009(H21)年、女子短期大学部英文科も
廃止となった。その伝統は、表現文化学科に引き継がれている。 
 

 2009(H21)年、名取キャンパスに”3C”(Collaboration, Con-
centration & Communication) をコンセプトとする図書館が
完成した。 

 
学内公募で選定された
愛称 ”almo” はイタリ
ア語で「恵み」の意味 

 同年白石市で第一回尚絅メディア・フェスタが開催された。
また、「生涯学習センター」が名取市増田に開設された。東日
本大震災の際には、生涯学習センターが、名取地区における被
災者支援の一拠点となり、学生・教職員と共に生涯学習講座受
講生が支援活動の担い手として活躍する。 

 
 

 2010(H22)年 4 月、子ども学科が設置された。2011(H23)年
5 月、エラ・オー・パトリック・ホーム移築復元工事が完了、
竣工式が行われた。 
 同年 12 月、宗教的伝統を共有する米国ジャドソン大学(アメ
リカン・バプテスト、シカゴ)との間で交流協定を締結した。 
 

 

尚絅女学院の保育科 
 

 尚絅女学校に保母科が設置されたのは、高等科が専攻部と改称され
た 1936(S11)年である。1941(S16)年、保育科に改称した。 
 戦後、短期大学創設時には保育科は設置されず、1955(S30)年、幼
稚園教諭養成課程として保育科が開設された。翌 1956(S31)年、実習
園として尚絅女学院幼稚園が設置された。保母養成施設(現在の保育
士養成施設)に指定されたのは 1963(S38)年である。2003(H15)年の
大学開学に際しても、四年制の課程としては幼稚園教諭・保育士養成
課程は設置されず、尚絅学院大学女子短期大学部保育科として
2009(H21)年まで募集を継続した。 
 四年制大学開学から七年経った 2010(H22)年 4 月、幼稚園教諭・
保育士養成課程を含む四年制の子ども学科が設置された。これに伴
い、2011(H23)年 3 月、短期大学部保育科は廃止された。 
 

 
11.7 震災後の尚絅学院大学 
2011(H23)年 3 月 11 日、東日本大震災が発生した。本学院

の建物被害は比較的軽微であったが、二名の学生を失い、多く
の学生・教職員・同窓生やその家族が被災した。同窓会、後援
会、尚学会など本学院関係者すべてに呼びかけて、救援献金
「オール尚絅で助け合おう」を開始、一千万円以上の義援金が
集まった。学生を中心とする被災地支援活動は、ヴォランティ
ア・グループ TASKI を中心に、他大学等とも連携しながら、
現在も精力的に継続されている。 
 2012(H24)年 5 月、大連理工大学と交流協定を締結した。ま
た、大学教育の改善と地域貢献を目的とした研究活動のために
総合人間科学研究所を設置した。 
 同年 11 月、大学礼拝堂が竣工した。これは 1989(平成元)年
の名取キャンパス移転以来、資金面から延期されていたもので
ある。 

2012.11 礼拝堂竣工 
  礼拝堂のコンセプトは
「調和」「神聖」「静謐」 
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 2015(H27)年 4 月、生活環境学科を基にして「環境構想学科」
がスタートした。これを機に全学科でカリキュラム改革を実施
した。 
 2016(H28)年からは、学科横断コースとして国際教養コース
が設置され、海外の交流協定校も、米国、中国に加え、台湾、
韓国、ロシアの計六大学に拡大した。 
 2017(H29)年には、宮城県川崎町との間で包括的な連携協定
が締結された。また、学科横断型コースとして「地域実践コー
ス」が開設された。 
 同年、尚絅学院大学総合人間科学会が発足した。また、総合
人間科学研究所に環境デザイン教育研究センター及びアクティ
ブ・ラーニング研究・実践センターが設置され、活動を開始し
た。 
 また移転以来、当時の基本的コンセプトで維持されてきた校
舎についても、アクティヴ・ラーニング(主体的対話的な学び)
を支える新しいラーニング・コモンズの考え方を取り入れた整
備（ラーニング・ステーション、ラーニング・スポット、コモ
ンズ・カフェなど）に着手している。これは、学習支援センタ
ー(2016 年設置)、契約寮(2016 年度～)とこれを結ぶ通学バス、
給付制奨学金やワーク・スタディ制度(2016 年度開始)、図書館
の利便性の向上などとともに、学生の学修を中心とする生活全
体をトータルに支援する環境整備、「尚絅コモンズ」の一環と
して位置づけられている。 
  
 尚絅学院大学は、「キリスト教の精神を土台とし、自らを磨
き、他者と共に生きる」という建学の精神を継承しつつ、教職
員と学生との身近な距離感を大切にしながら、常に新たな伝統
の創造に向けて進化を続けている。 
 

 
 

現在の尚絅学院大学 
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12. 尚絅の校歌・学院歌 
 
12.1 尚絅女学校校歌 
 1917(T6)年11月、尚絅女学校創立二十五周年記念祝賀行事
が、五日間にわたり盛大に行われた(本資料 p.22-23参照)。初
日の11月21日に行われたのは、新礼拝堂兼講堂での夜の音楽会
であった。最後を締めくくったのが、生徒一同によって初めて
披露された「尚絅女学校校歌」(現在の尚絅学院校歌にあたる)
である。この校歌は土井晩翠作詞、佐々木英作曲。あれから百
年経った今でも、多くの同窓生に愛唱され歌い継がれてきた名
曲である。  
  「橄攬山の夕暮れの…」と始まる歌詞は、1919(T8)年5月に
公にされた土井晩翠の第四詩集『曙光』に収められている。当
時、第二高等学校(旧制二高)の英語教授であった晩翠は、彼の
教え子たちがブゼルのバイブル・クラスで大きな感化を受けて
いたことを知っており、ブゼルと尚絅女学校に敬意と期待を寄
せていたようである。  
 一方、作曲を手がけた佐々木英は、兵庫県出身で東京音楽学
校(現在の東京芸術大学)甲種師範科の出身であった。佐々木は
そこで尚絅女学校の卒業生池田むねと出会う。彼女も同じ甲種
師範科で、卒業後仙台に戻り尚絅女学校の音楽教師となる。時
あたかも尚絅女学校創立二十五周年記念行事を翌年に控えた時
期であった。土井晩翠作詞の校歌の作曲は、池田むねを通して
当時作曲活動に力量を発揮していた佐々木英に託されたのであ
った。  
 
 

 

作詞 土井 晩翠 (1871 ‒ 1952) 
 

 明治期の詩人、英文学者。仙台の北鍛冶町(現在の青葉区木町通二
丁目)に生まれる。本名は土井林吉(つちい・りんきち)。1934(S9)年に
「どい」と改称。第二高等中学(後の第二高等学校、東北大学の前身
校の一つ)に入学し、吉野作造と交友を結ぶ。その後、1897(M30)
年、東京帝国大学英文学科を卒業。在学中から雑誌「帝国文学」の編
集委員となり、1899(M32)年、第一詩集『天地有情』を刊行。これが
好評を博し、藤村・晩翠時代を形成。「荒城の月」(滝廉太郎作曲)の
作詞者として最も広く知られている。1949(S24)年、仙台市初の名誉
市民、1950(S25)年には詩人として初めて文化勲章を受けた。  
 
 

作曲 佐々木 英 (1892 - 1966) 
 

 兵庫県印南郡阿弥陀村魚橋(現在の兵庫県高砂市)出身。1916(大5)年
東京音楽学校(現在の東京芸術大学)甲種師範科卒業。浜松師範在職中
に「青い鳥」を作曲。1922(T11)年上京、1924(T13)年「青い鳥楽
譜」を発刊して自作を発表。のち、ビクター、キング、コロムビアな
どの専属作曲家として童謡を中心に数千にのぼる作品を残した。主な
作品に「月の沙漠」「お山の杉の子」「赤ちゃんのお耳」など。  
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１．	 橄欖山

かんらんざん
の夕暮の 歌今遠し二千年 
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深き 警
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12.2 尚絅学院歌 
 尚絅学院大学は 2003(H15)年 4 月に男女共学の大学として開
学した。それ以前から、新しい校歌を要望する意見が多く寄せ
られており、2002(H14)年 10 月に「新校歌制定準備委員会」
が設置された。そこで、作詞を岩手県水沢市出身、仙台在住、
「河北歌壇」の選者も務めていた歌人佐藤通雅に、作曲を尚絅
学院大学女子短期大学部教授今井邦男に依頼した。 
 一年有余に及ぶ二人の尽力により、新時代を迎える本学院に
ふさわしい「学院歌」が完成し、2004(H16)年制定された。 
 その後、今井邦男による補作・作曲を経て、2010(H22)年 1
月 29 日、現在の尚絅学院歌が制定された。 
 作詞者の佐藤通雅によれば、歌詞の一番は中・高等学校周辺
の青葉山と広瀬川、二番は大学の敷地内の広場、三番は海の方
向へと開ける風景をもとにしたという。 

 
 
 
 
佐藤通雅「学院歌作詞
について」、尚絅学院同
窓会編『むつみのくさ
り』復刊第 11 号 2015
年所収。 

 
 

作詞(原作)：佐藤通雅(1943 - ) 
 

 岩手県水沢市出身の歌人。東北大学教育学部卒業、元高校教師。歌
集『往還』、評論集『新美南古童謡論』、『宮沢賢治の文学世界』な
ど著書多数。日本児童文学者協会新人賞、宮城県芸術選奨、宮沢賢治
賞などの数々の賞を受賞している。文学思想個人誌「路上」の発行者
としても知られ、「河北歌壇」の選者を務める。 
 

作曲・作詞(補作)：今井邦男(1942 - ) 
 

 大連生れ。東北大学教育学部卒業、ケンブリッジ州立工芸大学音楽
学部に留学。作曲を福井文彦、高田三郎に師事。尚絅学院大学女子短
期大学部教授。作曲家、合唱指導者。宮城県芸術選奨受賞。全日本合
唱コンクール金賞多数受賞。作品は管弦楽、室内楽、合唱作品等多
数。2002(H14)年、ダルムシュタットで発表された「おくのほそ道」
はその後ヨーロッパ各地で演奏されている。尚絅学院大学附属幼稚園
園歌なども作曲。 
 
 

1. 朝霧の葉群
はむら

のしずく  尚絅 尚絅 
  森の呼気 あい寄り成れる  尚絅 尚絅 此処

こ こ

に 
  清き水 ゆたけき光

かげ

     つどいて 共に 求めゆかんぞ 
  声若やかに 瀬を走る    つどいて 共に 信の道を 
 
2. 丘の上

え

は 振りくる日ざし  尚絅 尚絅 
  花の影 園の青草      尚絅 尚絅 此処

こ こ

に 
  踏みゆけば 風ひらめき   つどいて 共に 進みゆかんぞ 
  しろがねの時間

と き

 新らしく  つどいて 共に 望
のぞみ

の道を 
 
3. みはるかす 無窮

むきゅう

の東    尚絅 尚絅 
  行く翼 季節

と き

に 順
したが

う     尚絅 尚絅 此処
こ こ

に 
  海の色 いざ目を上げ    つどいて 共に 広めゆかんぞ 
  言

こと

の葉
は

胸に 歩みゆく    つどいて 共に 愛の道を 



尚絅の校歌・学院歌 

 58 

 

 



尚絅学入門 

 59 

13. 尚絅の森の自然 
［資料］ゆりが丘（旧イトーピア名取）住宅開発計画（株オオバ1983制作・尚絅学院所蔵）より抜粋編集  

環境保全目標 
 開発地域は，名取平野を囲む丘陵地であり，落葉広葉樹に覆わ
れたいわゆる農村地帯の里山である。このような地域であること
を踏まえ，本地域における植物にかかわる環境保全目標は以下の
設定項目とする。 
環境保全目標 
① 重要な植物群落の保全 
② 重要な植物種の保全 
③ 重要な動物の棲息場所等の保全 
④ 生活環境としての緑の保全 
⑤ 景観としての緑の保全 
⑥ 信仰対象の構成要素としての緑の保全 
 上記，①～⑥の各号に掲げた項目について，以下に詳述する。 
 
（１） 重要な植物群落の保全 
本地域及び周辺地域の重要な植物群落は，１現況において法律
によるもの，学術的なものなどの項目にわけ，下表のものをとり
あげた。 

表4－9－11開発地域及び周辺地域の重要な植物群落 

 
 このうち，本地域周辺の霊屋のスギ，東北大学のモミ林，佐保
山のモミ・イヌブナ林，仙台鳥獣保護区（青葉山付近特別保護地
区を含む）については，開発による影響はほとんど考えられない
ので，保全目標の設定内容からはずした。 
 
①高舘・千貫山県自然環境保全地域 
高舘・千貫山県自然環境保全地域は本地域の南側に隣接して
指定されており，生存する動植物を含む自然環境が勝れた状態
を維持している地域として保全されることになっている。これ
に対応して開発に当って，高舘・千貫山県自然環境保全地域へ
の影響がないように配慮するとともに，これとの調和を図るた
め従来の自然を活かした緑地をつくる。 
②コナラ群落等の落葉広葉樹林 
本地域のコナラ群落等の落葉広葉樹林は，表4-9-8に示す各
種機能を果していると考えられる。開発に当っては，これらの
機能と環境の状態を充分に検討し，機能低下等の影響を最小限
にとどめる。 
③ケヤキ群落・オニグルミ群落 
本地域のケヤキ群落・オニグルミ群落は，法律的な指定にも，
一般に広く認められている学術的に貴重な植物群落にもあては
まらないが，地域的に見て特に自然性が高い植物群落である。
また，これらの群落は宮城県内でも減少しつつある群落であり，
できるかぎり保全する。 
 
（２） 重要な植物種の保全 
本地域では下表に挙げる重要種が確認されている。 

表4－9－1２ 開発地域内の重要な植物種 

 

 
 宮城県内の丘陵地が近年急速に開発され，特に自然度6以上の
森林群落が地形の改変とともに減ってきており，これらの森林に
分布する貴重種の減少も目立っている。したがって，本地域の重
要種の殆どが自然性の高い植物群落の中に生育している低木或い
は草本植物であることに留意して，できるかぎりこれらの植物種
の保全を図る。 
 
（３） 重要な動物の棲息場所等の保全 
 本地域では，下表に挙げる動物種が重要種として確認されてい
る。 

表4－9－13 開発地域内の重要な動物種 

 
 

 自然状態では動物種は生態系の一員として生存しており，そこ
では動物種にとって第１次生産者である植物はもとより，棲息場
所である植物群落の存在は不可欠なものである。したがって，
個々の動物種の棲息環境及び食物連鎖等に充分留意して，動物種
にかかわる植物種，植物群落の保全を図る。 
 
（４） 生活環境としての緑の保全 
 本地域は将来，住宅地・学校用地として利用されるため，でき
るかぎり快適性，安全性，便宜性等を因ることが望ましい。植
物・動物といった自然環境はとりいれ方により快適性を増すもの
である。特に青少年にとっての自然の鑑賞或いは物動植物との出
会いは・情緒的発達に大きな影響を与えると言われている。大人
にとっても，精神衛生・保健休養といった面での効用は大きい。
こういった快適性を高めることは，住宅地・学校用地としての付
加価値を高めることであり，住宅地・学校用地の条件の一つであ
ると言える。したがって本地域にも，より勝れた自然をとりいれ
て日常生活の中で気軽に触れることのできる生活環境としての緑
地を保全する。 
 
（５） 景観としての緑の保全 
 本地域及び周辺地域域は，名取川を挟んで仙台市に近接する丘
陵地の一画であり，北側から東側にかけての平坦地には畑，水田
が広がり，所々に集落が点在する古くからの農村地帯である。開
発に当っては，周辺地域との調和を図るため農村的風景の主体と
もなっているコナラ群落等に覆われた里山を地形も含めて保全す
る。 
 
 また，本地域が平野に接する丘陵地であるという特性を活かし
て，地域内における眺望点の確保と眺望点の利用のため周辺環境
としての緑地を保全する。 
 
（６） 歴史的象徴の構成要素としての緑の保全 
 本地域及び周辺地域は，那智神社を始めとして古くから信仰の
対象の山となっているところが多く，本地域北端部の平野に面す
る斜面の落葉広葉樹林の中には，しめなわがまわしてあるアカマ
ツの巨木（樹高9.0ｍ 胸高幹周＊252ｃｍ）があり，その脇に小さ
なほこらが奉ってある。このような信仰では，植物が重要な構成
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要素となっており，住民等の意見に留意して地
形を含む植物群落及びアカマツの巨木の保全を
図る。 
＊胸高幹周：根ぎわから垂直方向に130ｃｍの高さの
樹の幹の周囲の長さ 
 
環境保全対策 
 本項では，環境保全目標を踏まえ環境保全対
策の検討を行った。 
 
（１） 重要な植物群落の保全対策 
 環境保全目種では，隣接する①高舘・千貫山
県自然環境保全地域への配慮，②コナラ群落等
の落葉広葉樹林のもつ各種機能への影響の最小
化，③ケヤキ群落・オニグルミ群落といった地
域的に見て自然性が高い植物群落の保全をとり
あげた。 
 これらをできるだけ達成するための保全対策
の方法を以下に述べる。 
① 高舘・千貫山県自然環境保全地域への配慮 
a．自然法面（のりめん）＊の導入 
 高舘・千貫山県自然環境保全地域は，宮城
県の丘陵地の代表的な自然として比較的良好
な状態を維持していることが指定の対象とな
っているが，将来，周辺の開発により自然が
孤立した形で残ってしまう可能性が充分にあ
る。このため周辺部の開発では，できるだけ
地形的改変を抑え，自然法面を取入れて調和を因ることが望ま
しい。 
 自然法面の導入では，特に達成時の盛土・切土に充分注意す
る必要があり，斜面上部での土の移動では，自然法面に土が被
らないようにすることが大切である。植物は地下に根をはって
おり，林下に大量に流れこんだ場合，水分条件，通気等が悪化
し枯死することが多い。植物の枯死は法面の不安定化にも繋が
るので極力避ける。 

＊法面（のりめん）：「斜面」の意，土木建設用語 
b．在来種の利用 
 高舘・千貫山県自然環境保全地域は，当地方の勝れた自然林
であることが指定の基盤としてあるため，隣接する本地域では
植栽に当っては，在来種以外で植栽場所から逸出して繁茂する
可能性のある樹種・草本による緑化は避け，当地方の風土に合
った在来種をできるだけ用いる。また，自然林的植栽には在来
種を利用すれば天然更新も可能となる。現況により確認された
樹種で植栽木として利用可能なものを次表に挙げる。 
 

表4-9-14 開発地域で確認された植物種（自生しているもの）で植栽木と
して利用可能なもの 

② コナラ群落等の落葉広葉樹林のもつ各機能への 
 影響の最小化 
 植生のもつ機能は，その土地利用によって大きく変化するも
ので，開発によって特に問題となるのは本地域が現在，農村地
帯の里山であること，将来，住宅地・学校用地になることを考

慮すると，各機能の内，A.レクリエーション機能，B.自然保護
機能，C.史跡文化財保全機能，D.生活環境保全機能が中心とな
る。更に機能によって，その植物群落の取扱いは，a.そのまま
の形で保存する b.人為を加えて多少変化させる c.人為を加
えて新たにつくる 等の段階的な方法をとることが望ましい。 
例えば，住宅地の中の児童公園では，c.人為を加えてまった

く変化させ，新たに植栽を施すことにより快適な利用ができる
が，重要な動植物種等を保護したい場合には，a.そのままの形
で保存し，植物群落を維持していかなければならないことが多
いということである。 
そして緑地として，面積，形状，樹林の構造等の形態も機能に
できるだけ合せることが望ましい。 
 ③ ケヤキ群落・オニグルミ群落といった地域的に見て 
 自然性が高い植物群落の保全 
 植物群落はその立地条件（気候，水分，日照等）に合せて成
立し，群落の構成種は，高木層，亜高木層，低木層，草本層と
いった垂直構造をつくりだし，互いに依存しながら平面的な広
がりを見せている。 
 学術的希少価値を問う場合・単に高木層の優占種，例えばケ
ヤキとかオニグルミといったものに重点が置かれるのではなく，
構成種や階層構造も含まれる。 
 植生を一度破壊すると，植物は自然に生育し，再び森林に戻
るという遷移を繰返すが，必ずしも同一の構成種，構造をもつ
ものに戻るとは限らない。特にケヤキ群落・オ二グルミ群落は，
一度破壊されると戻りにくい群落であると言われている。 
 したがって，検討の上保全の必要がある場合には，地形も含
めてそのままの状態を保存することが最善の方法である。この
場合，森林内の環境を保全するために，周囲に緩衝地帯を設け
ることが必要である。 
 

（２） 重要な植物種の保全対策 
 本地域で確認された重要種の生育環境は下表のとおりである。 
 植物種はそれぞれの生育している植物群落の中で繁殖を繰返
し，種の分布を維持しているため，種の保存にはそれを含む植
物群落を保存することが良い方法である。 



尚絅学入門 

 61 

 しかしながら，個体を同一の環境条件下に移植して保存する
ことも可能である。 

表4－9－15 重要種の生育環境 

 
 

 オヤリハグマ，トウゴクミツバツツジについては，本地域内
に自然緑地を確保することによってそこに移植或いはすでにそ
こに生育している可能性も充分あるので保存できる。 
 ナンブワチガイソウについては，個体が極めて少なく，生育
個体を探しだすことが困難であり，対策を立てることは不可能
である。 
ヤマコウバシについては，南東斜面のケヤキ群落及びコナラ

群落で生育している。いずれも林床のすいた樹高の高い林であ
る。このような環境があれば移植により保存できる。 
（３）重要な動物の棲息場所等の保全対策 
  これについては動物編で述べる。 
（４） 生活環境としての緑の保全対策 
 本地域は丘陵地であるため法面が多くなるが，将来的に住
宅地・学校用地となるため，できるだけ樹林に覆われた斜面
にすることが望ましい。 
そのため，法面に植穴を掘り，主に木本を植付ける植栽工

事により，早期の緑化を図ることが望まれる。 
（５）景観としての緑の保全対策 

対策としては（４）に準じる。植栽樹種としては周辺の樹
林の構成種とする。植栽材料の確保としては本地域の造成面
上の樹木を造成前にあらかじめ他の場所へ移してそれを利用
する方法もある。 

（６）歴史的象徴の構成要素としての緑の保全対策 
本地域北端部の平野に面する斜面に位置するほこらの周辺
の地形・植生を保存する。 

 

予測 
予測対象区域は，現況調査区域のうち，貴重な植生或いは自
然状態が比較的良く保存されている植生等の保全対象があると
判明した区域が該当するが，本地域の植生はコナラ，クリを主

体とし，ケヤキ群落，オニグルミ群落，スギ
植林，ススキ草原等からなり，これらは宮城
県の丘陵地において普通に見られるもので，
特に貴重なものではない。 
 したがって予測は，2 環境保全目標で掲
げた六つの項目について行い，予測範囲は本
地域内とする。また，予測方法は，切土・盛
土が実施される範囲と環境保全目標に掲げた
植物種及び植物群落の位置等を対照すること
によって行い，それらの植物の消滅の有無や
改変の程度を予測する。 
（１）重要な植物群落 
①高舘・千貢山県自然環境保全地域 
 本地域内に自然林をできる限り取り入れる
ことにより調和を図れば影響は殆どない。ま
た，緑地の造成に当っては本地域の出現種を
できる限り用いることにより影響はない。 
②コナラ群落等の落葉広葉樹林 
 自然法面を導入していくことによりコナラ
群落等の落葉広葉樹林は残る。 
③ケヤキ群落・オニグルミ群落 
 本地域内南部の地形と植生を保存すれば影
響は少ない。 

（２）重要な植物種 
 オヤリハグマ，トウゴクミツバツツジについては，本地域中
央部の法面を自然法面として導入すれば，移植等の方法により
保存できる。 
 ヤマコウバシについては，南部の樹林が保全されれば保存で
きる。 
 ナンブワチガイソウについては保存不可能と考えられる。 
（３）重要な動物の棲息場所 これについては動物編で述べる。 
（４）生活環境としての緑 
適切な斜面の緑化等により生活環境としての緑は確保される。 

（５）景観としての緑 
これについては景観編で述べる。 

（６）歴史的象徴の構成要素としての緑 
 ほこら周辺の地形と植生を残すことにより，歴史的象徴の構
成要素としての緑は保全される。 
 
評価 
 環境保全目標を満足するか否かを基準とし予測結果を踏まえ
評価する。 
（１）重要な植物群落 
①高舘・千貫山自然環境保全地域 
 調和を図ることにより影響はない。 
②コナラ群落等の落葉広葉樹林 
地域内に自然法面を導入し，造成法面についても植栽工を施
すことに影響はない。 
③ケヤキ群落・オニグルミ群落 
形を含めて植生を保存し，緩衝地帯を設ければ影皆はない。 

（２）重要な植物種 
 オヤリハグマ，トウゴクミツバツツジについては，保存可能
なので影響はない。 
 ヤマコウバシについてが，隣接する高館・千貫山自然環境保
全地域にも出現するので，本地域内で保存できなくとも影響は
少ないと考えられる。 
 ナンブワチガイソウについては，対策を講じることが困難で
あり，開発による影響だけではないので評価は不可能である。 
（３）重要な動物の棲息場所等 これについては動物編で述べる。 
（４）生活環境としての緑 法面の緑化等により影響は少ない。 
（５）歴史的象徴の構成要素としての緑 
  地形も含めた植生の保存を図ることにより影響は少ない。 
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高館･千貫山緑地環境保全地域  
   （宮城県HPより） 
1. 地域の概要 
 この地域は仙台平野の南西部に位置し，北は高館山

たかだてやま

か

ら南は阿武
あ ぶ

隈川
くまがわ

に面する千貫山
せんがんやま

まで，幅約５km で南北

に細長く連なる高館丘陵のうち，県自然環境保全地域に

指定されている樽
たる

水
みず

・五社山
ごしゃさん

地域を除いた残りの地域と

なっています。 

 高館丘陵は，広義の仙台平野における代表的な丘陵の

一つで，基盤は，主に数百万年前の火山岩，火砕岩と花

崗岩類から成っています。こうした硬い岩石が多いので，

長い年月の間にもあまり侵食されず，緩やかな丘陵とし

て残ったのです。 

 地域内には古くからの寺社・仏閣や遺跡など歴史を感

じさせるものが多く，それが豊かな自然の中にほどよく

溶け込んで，古代のロマンを訪れる人の心に静かに語り

かけてくれます。 

 

2. 高館・千貫山のいきものたち 
 植生は，コナラ・クリの二次林とスギ植林,アカマツ植

林が高い占有率を示しています。動物は，トウホクノウ

サギ，ニホンリス，ホンドタヌキ，ホンドイタチなど県

内の丘陵地に普通の種類が多く，鳥類はサンコウチョウ，

ノスリ，フクロウ，アカゲラなどが認められています。

また，この地域では国蝶のオオムラサキの姿も見られま

す。オオムラサキの幼虫はエノキの葉を食べ，成虫にな

るとクヌギ，コナラ，ヤナギ類の樹液を吸います。 

 コナラ・クリ林やクヌギ林がある所では，セセリチョ

ウやヒカゲチョウ，シジミチョウの仲間が多く認められ

ます。また，こうした林の中には，カブトムシ，ミヤマ

クワガタ，カナブン，アオオサムシなども生息していま

す。 

 

3. 里山の野鳥 
 コナラ・クリ林，アカマツ林，スギ林が点在する中に

沼や溜池があると，数多くの野鳥が集まってきます。オ

ナガ，ホオジロ，モズ，ヤマドリ，コゲラ，ヤマガラ，

シジュウカラ，ウグイスなどの留鳥の他に，夏には夏鳥

のホトトギス，カッコウ，オオルリなど，冬にはツグミ，

シメ，ベニマシコ，マヒワなどを見ることができます。 
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登場する動植物  
（標準和名） 

1.カタクリ 

2.カスミザクラ 

3.ウワミズザクラ 

4.イカリソウ 

 

5.ハウチワカエデ 

6.ショウジョウバカマ 

7.エンレイソウ 

8.ミヤマエンレイソウ

（希少種） 

9.チゴユリ 

10.ワニグチソウ 

11.ナルコユリ 

12.ヒトリシズカ 

13.フタリシズカ 

14.トウゴクミツバ 

ツツジ（外来種）） 

15.ブタナ（外来種） 

16.セイヨウタンポポ

（外来種） 

17.エゾタンポポ 

18.ムラサキシキブ 

19.マムシグサ 

20.ヤマジノホトトギス 

21.ジャノヒゲ 

22.ネジバナ 

 

23.カラスノエンドウ 

24.カスマグサ 

25.スズメノエンドウ 

26.ホタルブクロ 

 

27.オヤリハグマ 

（希少種） 

28.オヤマボクチ 

29.センダイトウヒレン 

 

30.ジャノメチョウ 

31.ギンリョウソウ 

32.ベニタケ sp. 

33.ツチグリ sp. 

34.オカトラノオ 

35.オニドコロ 

36.カワラナデシコ 

 

37.オニグルミ 

 

38.ホタルカズラ 

 

 

 

 

 

（学名 Scientific name） 
Erythronium japonicum 
Prunus verecunda 
Padus grayana 
Epimedium grandiflorum 
    var. thunbergianum 
Acer japonicum 
Heloniopsis orientalis 
Trillium smallii 
Trillium tschonoskii 
 
Disporum smilacinum 
Polygonatum involucratum 
Polygonatum falcatum 
Chloranthus japonicus 
Chloranthus serratus 
Rhododendron wadanum 
 
Hypochaeris radicata 
Taraxacum officinale 
 
Taraxacum hondoense 
Callicarpa japonica 
Arisaema serratum 
Tricyrtis macropoda 
Ophiopogon japonicus 
Spiranthes sinensis 
    var.  amoena 
Vicia sativa 
Vicia tetrasperma 
Vicia hirsuta 
Campanula punctata 
    var. hondoensis 
Pertya triloba 
 
Synurus pungens 
Saussurea nipponica  
   var. sendaica 
Minois dryas 
Monotropastrum humile 
Russula sp. 
Astraeus sp. 
Lysimachia clethroides 
Dioscorea tokoro 
Dianthus superbus 
   var. longicalycinus 
Juglans mandshurica  
   var.  sachalinensis 
Lithospermum zollingeri 
 

 

 

 

 

 

39.フデリンドウ 

40.ラショウモン 

カズラ 

41.ヤマグワ 

42.ミツバアケビ 

43.ミヤマガマズミ 

44.ヤマウルシ 

 

45.エゴノキ 

46.キムネクマバチ 

 

47.オオスズメバ 

48.ニホンマムシ 

49.クマノミズキ 

50.ホオノキ 

51.ミンミンゼミ 

52.エサキモンキツノ 

カメムシ 

53.アカキンスジ 

カメムシ 

54.エゾアオカメムシ 

55.ウンモンスズメガ 

 

56.メスグロヒョウモン 

57.オオムラサキ（国蝶） 

58.ゴマダラチョウ 

59.スミナガシ 

60.ウラギンシジミ 

61.アカタテハ 

62.ルリタテハ 

63.オナガアゲハ 

64.モンキアゲハ 

65.カラスアゲハ 

66.オニヤンマ 

67.ヒダリマキマイマイ 

68.ツバメ 

69.メジロ 

70.コゲラ 

71.カワラヒワ 

72.ミヤマクワガタ 

 

73.トウホクノウサギ 

 

74.ニホンカモシカ 

75.ツキノワグマ 

76.ハクビシン 

77.ホンドタヌキ 

 

 

 

 

 

 

 
Gentiana zollingeri 
Meehania urticifolia 
 
Morus australis 
Akebia trifoliata 
Viburnum wrightii 
Toxicodendron 
   trichocarpum 
Styrax japonica 
Xylocopa appendiculata  
   circumvolans 
Vespa mandarinia 
Gloydius blomhoffii 
Swida macrophylla 
Magnolia obovata 
Hyalessa maculaticollis 
Sastragala esakii 
 
Poecilocoris lewisi 
 
Palomena angulosa 
Callambulyx  
  tatarinovii gabyae 
Damora sagana 
Sasakia charonda 
Hestina persimilis japonica 
Dichorragia nesimachus 
Curetis acuta paracuta 
Vanessa indica 
Kaniska canace 
Papilio macilentus 
Papilio helenus 
Papilio bianor 
Anotogaster sieboldii 
Euhadra quaesita 
Hirundo rustica 
Zosterops japonicus 
Dendrocopos kizuki 
Carduelis sinica 
Lucanus 
  maculifemoratus 
Lepus brachyurus  
    angustidens 
Capricornis crispus 
Ursus thibetanus 
Paguma larvata 
Nyctereutes  
  procyonoides  
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14. 沿革 
1890(M23)年 西部バプテスト女性外国伝道協会宣教師ラヴィニア・ミード来仙。家塾開設 
1892(M25)年 「尚綗女学会」開校式。アニー Ｓ. ブゼル来仙 
1896(M29)年 校舎と寄宿舎(エラ・オー・パトリック・ホーム)落成 
1899(M32)年 私立学校令により「私立尚綗女学校」設立許可。ブゼル初代校長就任 
1902(M35)年 校章制定 
1903(M36)年 同窓会発足 
1910(M43)年 高等女学校として認可。(旧制)高等専門学校入学者無試験検定資格認定 
1917(T6)年 尚絅女学校創立二十五周年記念祝賀、校歌(土井晩翠作詞、佐々木英作曲)・校旗制定 
1919(T8)年 メリー D. ジェッシー第二代校長就任 
1920(T9)年 三年制の高等科(英文科、家事科)年開設 
1929(S4)年 高等科校舎インディアナ・ビルディング落成 
1942(S17)年 「財団法人仙台尚綗女学校」設立。校名改称「仙台尚綗女学校」 
1943(S18)年 校名改称「仙台尚絅高等女学校」 
1947(S22)年 学制改革により新制中学校設置 
1948(S23)年 新制高等学校設置。法人名改称「尚絅女学院」 
1950(S25)年 尚絅女学院短期大学(英語科・家政科)開設。ジェッシー初代学長就任 
1951(S26)年 財団法人を「学校法人」に組織変更 
1952(S27)年 家政科栄養士養成施設指定 
1955(S30)年 保育科開設 
1956(S31)年 尚絅女学院短期大学附属幼稚園設置 
1960(S35)年 尚絅女学院後援会設立 
1963(S38)年 尚絅音楽教室設立 
1964(S39)年 家政科を家政専攻・食物栄養専攻に分離。保育専攻科設置 
1967(S42)年 短期大学に英文科開設。荒巻(中山)年新校舎落成 
1968(S43)年 保育科荒巻(中山)年移転 
1978(S53)年 四年制大学設置を含む「尚絅女学院短期大学今後のビジョン」発表 
1983(S58)年 名取市への統合移転、四年制大学設置を含む「尚絅女学院の建設構想」発表 
1989(H 元)年 短期大学名取市(名取キャンパス)年移転、人間関係科新設 
1992(H4)年 創立 100 周年記念式典挙行 
1994(H6)年 専攻科に食物栄養専攻増設 
1995(H7)年 専攻科に生活科学専攻増設。米国「セントラルワシントン大学」 

「イースタンワシントン大学」「モンタナ大学」との留学単位振替制度確立 
1998(H10)年 大韓民国「イサベル中学・高等学校」姉妹校調印 
2000(H12)年 短期大学附属幼稚園、名取キャンパス移転 
2002(H14)年 名取市と「文化・産業事業支援に関する協定書」調印 
2003(H15)年 尚絅学院大学開学、総合人間科学部開設。法人名・校名改称「尚絅学院」、「尚絅学

院大学女子短期大学部」「尚絅学院女子高等学校」「尚絅学院女子中学校」「尚絅学
院大学女子短期大学附属幼稚園」。タイ国「サハミット学園」姉妹校調印 

2004(H16)年 学院歌制定。米国「ジャドソン大学」との姉妹校調印 
2007(H19)年 表現文化学科、現代社会学科、生活環境学科、大学院総合人間科学研究科開設 
2008(H20)年 共学化に伴い校名改称「尚絅学院高等学校」「尚絅学院中学校」 

名取市と「教育・児童福祉の充実等に向けた連携教育に関する覚書」締結 
2009(H21)年 大学図書館、実習棟竣工。名取市と「官学連携に関する基本協定書」調印。名取市増

田地区に「尚絅学院大学生涯学習センター」開設 
2010(H22)年 名取市と「官学連携に関する基本協定書」「官学連携に関する覚書」締結。 

大学に子ども学科開設。エラ・オー・パトリック・ホームゆりが丘移設復元 
2011(H23)年 女子短期大学部廃止 
2012(H24)年 大学礼拝堂竣工。中国「大連理工大学」との交換交流協定締結 
2015(H27)年 環境構想学科開設、ラーニングステーション設置。台湾「弘光科技大学」協定校調印 
2016(H28)年 米国「シカゴ心理専門職大学院」、韓国「培材大学」、ロシア「ハバロフスク地方芸

術専修大学」中国「浙江越秀外国語学院」協定校調印。臨床心理相談室竣工 
2017(H29)年 大学院人間学専攻開設、総合人間科学研究所に環境デザイン教育研究センター、アク

ティブ・ラーニング研究・実践センター設置 
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15. キリスト教教派が設立に関わった主な教育機関《設立年順》 
 
1863 年 明治学院 東京都港区 アメリカ長老教会、アメリカ改革派教会 
1870 年 フェリス女学院 神奈川県横浜市 アメリカ・オランダ改革派教会 
1870 年 女子学院 東京都千代田区 アメリカ長老教会 
1871 年 横浜共立学園 神奈川県横浜市 超教派 
1872 年 東奥義塾 青森県弘前市 アメリカ・オランダ改革派教会 
1872 年 梅光女学院 山口県下関市 アメリカ改革派教会・北長老教会 
1874 年 青山学院 東京都渋谷区 アメリカ・メソジスト監督教会 
1874 年 立教学院 東京都豊島区 アメリカ聖公会 
1875 年 神戸女学院 兵庫県西宮市 アメリカン・ボード 
1875 年 同志社 京都府京都市 アメリカン・ボード 
1875 年 平安女学院 京都府京都市 アメリカ聖公会 
1877 年 立教女学院 東京都杉並区 アメリカ聖公会 
1878 年 梅花学園 大阪府豊中市 日本基督教団 
1879 年 プール学院 大阪府大阪市 イギリス聖公会 
1879 年 活水学院 長崎県長崎市 アメリカ・メソジスト監督教会 
1880 年 横浜英和学院 神奈川県横浜市 アメリカ・メソジスト・プロテスタント教会 
1880 年 聖和大学 兵庫県西宮市 アメリカン・ボード、米南メソジスト監督教会 
1881 年 鎮西学院 長崎県諫早市 アメリカ・メソジスト監督教会 
1882 年 遺愛学院 北海道函館市 アメリカ・メソジスト監督教会 
1884 年 関東学院 神奈川県横浜市 アメリカン・バプテスト教会 
1884 年 東洋英和女学院 東京都港区 カナダ・メソジスト教会 
1884 年 桃山学院 大阪府堺市 イギリス聖公会 
1884 年 頌栄女子学院 東京都港区 アメリカ長老教会 
1885 年 福岡女学院 福岡県福岡市 アメリカ・メソジスト監督教会 
1885 年 北陸学院 石川県金沢市 アメリカ長老教会 
1886 年 宮城学院 宮城県仙台市 アメリカ・ドイツ改革派教会 
1886 年 広島女学院 広島県広島市 アメリカ南メソジスト監督教会 
1886 年 弘前学院 青森県弘前市 アメリカ・メソジスト監督教会 
1886 年 松山東雲学園 愛媛県松山市 日本基督教団 
1886 年 捜真学院 神奈川県横浜市 アメリカン・バプテスト教会 
1886 年 東北学院 宮城県仙台市 アメリカ・ドイツ改革派教会 
1887 年 静岡英和学院 神奈川県静岡市 カナダ・メソジスト教会 
1887 年 普連土学園 東京都港区 キリスト友会 
1887 年 北星学園 北海道札幌市 アメリカ長老教会 
1887 年 名古屋学院 愛知県名古屋市 アメリカ・メソジスト教会 
1888 年 共愛学園 群馬県前橋市 アメリカン・ボード 
1888 年 暁星学園 東京都千代田区 カトリック・マリア会 
1888 年 香蘭女学校 東京都品川区 日本聖公会 
1889 年 関西学院 兵庫県西宮市 アメリカ南メソジスト監督教会 
1889 年 金城学院 愛知県名古屋市 アメリカ南長老教会 
1889 年 山梨英和学院 山梨県甲府市 カナダ・メソジスト教会 
1891 年 松山学院 愛媛県松山市 アメリカン・ボード 
1892 年 尚絅学院 宮城県名取市 アメリカン・バプテスト教会 
1892 年 松蔭女子学院 兵庫県神戸市 イギリス聖公会 
1893 年 日ノ本学園 兵庫県神崎郡 アメリカン・バプテスト教会 
1898 年 三育学院 千葉県夷隅郡 セブンスデー・アドベンチスト教団 
1898 年 柳城学院 愛知県名古屋市 カナダ聖公会 
1903 年 聖学院 東京都北区 ディサイプルス 
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1908 年 聖心女子学院 東京都渋谷区 カトリック・聖心会 
1909 年 雙葉学園 東京都千代田区 カトリック・幼きイエス会 
1911 年 九州学院・九州女学院 熊本県熊本市 アメリカ一致ルーテル教会 
1913 年 上智学院 東京都千代田区 カトリック・イエズス会 
1916 年 西南学院 福岡県福岡市 米国南部バプテスト教会 
1918 年 岐阜済美学院 岐阜県岐阜市 アメリカ南長老教会 
1918 年 東京女子大学 東京都杉並区 アメリカン・バプテスト教会、カナダ・メソジ

スト教会、アメリカ・メソジスト教会、アメリカ長老教会、ア
メリカ改革派教会、ディサイプルス 

1922 年 西南女学院 福岡県北九州市、米国南部バプテスト教会 
1923 年 啓明女学院 兵庫県神戸市 アメリカ南メソジスト監督教会 
1925 年 藤学園 北海道札幌市 カトリック・フランシスコ会女子修道院 
1932 年 南山学園 愛知県名古屋市 カトリック・神言修道会 
1935 年 清泉女子大学 東京都品川区 カトリック・聖心侍女修道女会 
1936 年 白百合学園 東京都千代田区 カトリック・シャルトル聖パウロ修道女会 
1946 年 桜美林学園 東京都町田市 日本基督教団 
1949 年 ラ・サール学園 鹿児島県鹿児島市 カトリック・ラ・サール修道会 
1948 年 独立学園 山形県小国町 無教会 
1949 年 四国学院 香川県善通寺市 アメリカ南長老教会 
1950 年 横須賀学院 神奈川県横須賀市 アメリカ・メソジスト監督教会 
1950 年 玉川聖学院 東京都世田谷区 チャーチ・オブ・ゴッド 
1952 年 ノートルダム女学院 京都府京都市 カトリック・ノートルダム教育修道女会 
1953 年 国際基督教大学 東京都三鷹市 超教派 
1962 年 英知学院 兵庫県尼崎市 カトリック大阪大司教区 
1963 年 八代学院 愛知県神戸市 日本聖公会 
1964 年 名古屋学院大学 愛知県瀬戸市 アメリカ・メソジスト教会 
1969 年 敬和学園 新潟県新発田市 日本基督教団 
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